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証券コード　3768
2 0 2 1年６月７日

 株主の皆様へ
東京都中央区日本橋二丁目 1 6 番５号

リ ス ク モ ン ス タ ー 株 式 会 社
代表取締役社長 藤 本 太 一

第21回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第21回定時株主総会を下記により開催いたしますので、
ご通知申し上げます。

なお、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、株主総会当日のご来場は
極力お控えいただき、書面またはインターネットによる議決権行使を強くお願い
申し上げます。お手数ながら、後記の株主総会参考書類をご検討いただきまして、
後記６頁をご参照の上、2021年６月23日（水曜日）午後６時までに議決権を行使
いただきますようお願い申し上げます。

敬　具
記

１．日 時 2021年６月24日（木曜日）午前10時
※開場は、午前９時30分を予定しております。

２．場 所 東京都中央区日本橋一丁目３番13号
東京建物日本橋ビル２階
コングレスクエア日本橋　コンベンションホールＡＢ

３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第21期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）

事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査等委員
会の連結計算書類監査結果報告の件

２．第21期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案
第２号議案
第３号議案
第４号議案
第５号議案
第６号議案

第７号議案
第８号議案

定款一部変更の件①（発行可能株式総数の変更）
定款一部変更の件②（場所の定めのない株主総会）
取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
監査等委員である取締役３名選任の件
補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額改定の
件
監査等委員である取締役の報酬額改定の件
取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）
に対する譲渡制限付株式報酬制度の改定の件

以　上
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当日は株主総会の様子をＷＥＢ配信いたします。また、当日のご来場をご希望
される場合や当日のご来場をお控えいただいた株主様でご質問がある場合には、
後記「新型コロナウイルス感染拡大防止対策について」をご確認いただきますよ
うお願い申し上げます。なお、株主総会ご出席の株主様へのお土産は昨年に引き
続き中止とさせていただきます。何卒ご理解くださいますようお願い申し上げま
す。

〈株主様へのお願い〉
◎株主総会当日までの感染拡大の状況や政府等の発表内容等により上記対応を更
新する場合がございます。インターネット上の当社ウェブサイト（アドレス
https://www.riskmonster.co.jp）より、発信情報をご確認くださいますよう、
併せてお願い申し上げます。

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出
くださいますようお願い申し上げます。

◎本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、「連結注記表」及び「個別注記
表」として表示すべき事項につきましては、法令及び当社定款第15条の定めに
よ り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 当 社 ウ ェ ブ サ イ ト （ ア ド レ ス 　
https://www.riskmonster.co.jp）に掲載しておりますので、本招集ご通知添付
書類には記載しておりません。

　なお、監査等委員会が監査報告を、会計監査人が会計監査報告をそれぞれ作成
するに際して監査した連結計算書類及び計算書類には、本招集ご通知添付書類
記載のもののほか、この「連結注記表」及び「個別注記表」も含まれておりま
す。

◎株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正が生じた
場合は、上記の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。

◎インターネットによる議決権行使については後記「インターネットによる議決
権行使のお手続きについて」をご確認ください。
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　新型コロナウイルス感染拡大防止対策について

　新型コロナウイルス感染拡大防止への対策の一環として、本総会に

おいては以下の対応を実施させていただきます。

　株主の皆様におかれましては、ご理解ご協力のほどお願い申し上げ

ます。

　なお、下記記載の内容及び本総会の概要に関しましては、当社ウェ

ブサイトもご参照いただけますと幸いです。

　https://www.riskmonster.co.jp/corporate/ir/meeting/

記

１．本総会をご自宅等で視聴される場合

　　本総会の様子を当日ＷＥＢで配信いたします。なお、当日の会場撮影は、ご

　出席株主様のプライバシーに配慮いたしますが、やむを得ずご出席株主様が映

　り込む場合がございます。あらかじめご了承ください。

　　議決権については、書面またはインターネットにて事前行使を行っていただ

　きますようお願い申し上げます。ＷＥＢ配信により株主総会の様子をご視聴い

　ただく場合であっても、出席と取り扱われませんので、当日に議決権を行使し

　ていただくことはできません。

総会のＷＥＢ配信について

視聴用ＵＲＬ https://rismon.sokai.jp/

視聴方法

・上記ＵＲＬよりＷＥＢ配信いたしますので、開催時間
になりましたら、ご視聴ください。なお、ご視聴には議
決権行使書に記載の株主番号（８ケタ）及び株主名簿に
登録された住所の郵便番号が必要です。

注意事項

・本総会のＷＥＢ配信は、視聴のみとなっております。
議決権行使やご質問をいただくことはできません。
・推奨動作環境につきましては、以下のリンクをご参照
ください。なお、ご使用の通信機器やインターネット接
続環境により、映像や音声に不都合が生じる場合もござ
います。あらかじめご了承ください。
https://www.stream.co.jp/check/office
・株主総会の運営ならびにＷＥＢ配信について変更が
生じた場合には、当社ウェブサイトにてお知らせいたし
ます。

－ 3 －

株主各位



2021/05/28 14:42:42 / 20702487_リスクモンスター株式会社_招集通知

２．ご質問がある場合

　　ご来場をお控えいただく株主様におかれましては、当日の総会会場における

　質疑応答の代替手段として、議案や当社の経営に関するご質問を事前に登録し

　ていただき、可能な限り、本総会当日の説明に反映させていただきます。

　　ご質問がある株主様は、以下のとおりご質問の事前登録をお願い申し上げま

　す。

ご質問の事前登録について

事前質問登録用ＵＲＬ https://krs.bz/rmg/m?f=1

登録方法
・上記ＵＲＬへアクセスしていただき、株主番号及びご
質問等の内容をご入力ください。

注意事項

・登録期限は2021年６月17日（木）午後6時までとさせ
ていただきます。
・会社法上の質問ではございませんので、ご回答のお約
束はいたしかねます。あらかじめご了承のほどお願い
いたします。

３．当日ご来場を希望される場合

　　ご来場を希望される株主様におかれましては、総会当日の新型コロナウイル

　ス感染拡大防止対策を講じるため、以下のとおり必ず事前登録を行っていただ

　きますよう、ご協力のほどお願い申し上げます。

当日ご来場頂く場合の事前登録について

来場登録用ＵＲＬ https://krs.bz/rmg/m?f=2

登録方法
・上記ＵＲＬへアクセスしていただき、株主番号、お名
前及びメールアドレス等の登録をお願いいたします。

注意事項

・登録期限は2021年６月17日（木）午後6時までとさせ
ていただきます。
・新型コロナウイルス感染予防対策のため、例年よりも
席数を減らしております。お申込多数の場合には抽選
とさせていただきます。

〈ご来場について〉
・当日ご来場いただく場合には必ず事前登録をお願い申し上げます。事前登録が
されていない場合、当日のご入場をお断りさせていただく場合がございます。
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・当日は、ご自身の体調を十分にご確認のうえ、マスクの着用、検温、アルコー
ル消毒等の感染拡大防止対策へのご協力をお願い申し上げます。

・発熱や咳等の体調不良が見受けられる方、本株主総会前に海外渡航歴があり帰
国後14日を経過していない方は、入場をお断りし、お帰りいただく場合がござ
います。

・株主総会の運営スタッフは、検温を含め、体調を確認のうえマスク着用で応対
をさせていただきます。
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インターネットによる議決権行使のお手続きについて

インターネットにより議決権を行使される場合は、下記事項をご確

認のうえ、行使していただきますようお願い申し上げます。
記

１．インターネットによる議決権行使方法について

　（１）パソコン、携帯電話による方法

　　　・議決権行使サイト（ https://evote.tr.mufg.jp/ ）において、議決権行

使書用紙に記載された「ログインID」及び「仮パスワード」をご利用い

ただき、画面の案内に従って賛否をご入力ください。

　（２）スマートフォンによる方法

　　　・議決権行使書用紙に記載の「ログイン用QRコード」をスマートフォンに

　　　より読み取ることで、議決権行使サイトに自動的に接続し、議決権行使

　　　を行うことが可能です。

　　　　（「ログインID」及び「仮パスワード」の入力は不要です。）

　　　・セキュリティの観点からQRコードでのログインは1回のみとなります。

　　　　2回目以降は、QRコードを読み取っても「ログインID」「仮パスワード」

の入力が必要になります。

　　　・スマートフォン機種によりQRコードでのログインが出来ない場合があり

　　　ます。QRコードでのログインが出来ない場合には、上記１．（１）パソ

　　　コン、携帯電話による方法にて議決権行使を行ってください。

　　　※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です。

２．複数回にわたり行使された場合の議決権の取り扱い

　（１）書面とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、イン

ターネットによる議決権行使の内容を有効として取り扱わせていただき

ますのでご了承ください。

　（２）インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、 後

　　　に行使された内容を有効とさせていただきます。また、パソコン、スマ

　　　ートフォンと携帯電話で重複して議決権を行使された場合も、 後に行

　　　使された内容を有効とさせていただきます。

以上

システム等に関するお問い合わせ

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部（ヘルプデスク）

・電話　0120-173-027（受付時間　9:00～21:00、通話料無料）
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添付書類
事　業　報　告

( 2020年４月１日から )2021年３月31日まで

Ⅰ．企業集団の現況
１．当事業年度の事業の状況
(1）事業の経過及び成果
　当連結会計年度における我が国経済は、新しい生活様式の定着と段階的
な経済活動の再開による経済の持ち直しの動きが見られたものの、新型コ
ロナウイルスのより感染力の高い変異株の感染拡大が報告され、政府や自
治体の各種政策による一部の経済活動制限など、先行きは依然として不透
明な状況で推移しており、今後も引き続き、お客様のサービス選別が厳し
くなることが考えられます。
　こうした状況の下、当社グループは、2016年４月に制定した2016年度か
ら2020年度までの長期ビジョン「RismonＧ-20」、その達成に向けたマイル
ストーンである2019年４月にスタートした２ヶ年計画「第６次中期経営計
画（2019～2020年度）」の基本方針に沿い、創業20周年キャンペーンの実
施やテレワーク推進に伴う本社リニューアルを含めて、以下のような取り
組みを実施いたしました。
・中国企業信用調査サービス「ＲＭ中国企業情報ナビ」の調査項目を強
化し、「新型コロナウイルスの影響」に関する調査を追加（４月）

・新型コロナウイルスの影響により取引先の倒産リスクが増加している
ことを受け、「リスクモンスター見舞金共済」の支払限度額を３倍の
90万円に拡大（４月）

・J-MOTTOグループウェアで業務アプリ作成ツール「AppSuite（アップス
イート）」提供開始（４月）

・中国企業信用調査サービス「ＲＭ中国企業情報ナビ」に「ＲＭ与信限
度額」を追加（６月）

・反社会的勢力関連のコンプライアンスリスクの所在をヒートマップ形
式で表示する「反社ヒートマップ（ベータ版）」を提供開始（６月）

・前連結会計年度から３円増配し、１株当たり20円の配当を実施（６月）
・新型コロナウイルス感染症の影響が長期化、または想定以上に深刻化
した場合の不測の事態に備えるため、手元流動性の確保を目的として、
取引銀行３行とコミットメントライン契約を締結（６月）

・譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分を実施（７月）
・書籍「リスクはじきに目を覚ます」（第３版）出版（８月）
・「決算書AI-OCR」で決算書データを「決算書分析システム」に自動登
録する機能を追加（９月）

・信用調査会社である株式会社テイタンと業務提携し、個人信用調査と
裁判情報を提供開始（10月）

・テレワーク推進に伴う本社リニューアル（10月）
・創業20周年記念特設サイト開設及び独自データベースを活用したサー
ビスサイトのリニューアル(12月）

－ 7 －
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・創立20周年記念株主優待実施及び株主優待制度の変更を決定(２月）
・2021年４月１日を効力発生日として当社普通株式１株につき２株の割
合をもって分割することを決定（２月）

・当連結会計年度に発表したリスモン調べ
「新型コロナウイルスによる影響アンケート」調査結果（４月、５月、
３月）

　「仕事・会社に対する満足度」調査結果（５月）
　「この企業に勤める人と結婚したいランキング」調査結果（７月）
　「格付ロジック改定によるＲＭ格付変動の影響」調査結果（７月）
　「新型コロナウイルス関連倒産分析レポート」調査結果（７月）
　「金持ち企業ランキング」調査結果（８月）
　「若手社員の仕事・会社に対する満足度」調査結果（９月）
　「特別定額給付金の使い道アンケート」調査結果（９月）
　「Go Toトラベルキャンペーンの実態」調査結果（10月）
　「隣の芝生（企業）は青い」調査結果（10月）
　「女性の働き方に対する意識」調査結果（10月）
　「一緒に働きたい・働きたくない有名人」調査結果（11月）
　「Go To Eatキャンペーンの実態」調査結果（12月）
　「年末年始休暇の延長施策に関する意識」調査結果（12月）
　「企業の取引リスクに対する意識」調査結果（12月）
　「新時代の働き方　ダブルワークの実態」調査結果（12月）
　「休日の過ごし方調査　新時代の変化」調査結果（12月）
「大学１、２年生が就職したいと思う企業・業種ランキング」調査結
果（12月）

　「日米新旧リーダー理想の上司」調査結果（１月）
　「電子マネーの利用実態調査」調査結果（１月）
　「金持ち企業ランキング　特別版（中間決算）」調査結果（１月）
　「社会人の転職事情アンケート」調査結果（２月）
　「離婚したくなる亭主の仕事」調査結果（２月）
　「お金が貯まる人のライフスタイルアンケート」調査結果（２月）
　「緊急事態宣言に関するアンケート」調査結果（３月）
　「令和の夫婦仲実態」調査結果（３月）
・当連結会計年度に発表したリスモン業界レポート
　「洗濯・理容・美容・浴場業」（４月）
　「宿泊業」（５月）
　「電子部品・デバイス・電子回路製造業」（８月）
　「窯業・土石製品製造業」（８月）
　「建築材料、鉱物・金属材料等卸売業」（８月）
　「職業紹介・労働者派遣業」（９月）
　「情報通信機械器具製造業」（９月）
　「物品賃貸業」（11月）
　「食料品製造業」（12月）
　「プラスチック製品製造業」（12月）
　「繊維工業」（１月）
　「機械器具小売業」（１月）
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　「織物・衣服・身の回り品小売業」（２月）
　「印刷・同関連業」（２月）
　「広告業」（３月）

＜連結業績について＞
　当連結会計年度の業績は、次のとおりであります。

前連結会計年度

( 2019年４月１日から )2020年３月31日まで

当連結会計年度

( 2020年４月１日から )2021年３月31日まで
前連結

会計年度比
（％）

対売上比(％) 対売上比(％)

売上高（千円） 3,150,052 100.0 3,551,134 100.0 112.7

営業利益（千円） 507,088 16.1 654,867 18.4 129.1

経常利益（千円） 547,983 17.4 672,713 18.9 122.8

親会社株主に帰属する
当期純利益（千円）

305,885 9.7 427,750 12.0 139.8

前連結会計年度末 当連結会計年度末 増減数

会員数合計（注） 13,002 13,707 705

（注）会員数は登録されているＩＤ数

 なお、上記においては当社グループの各サービスに重複登録している会員が一部おります。

（売上高）
　法人会員ビジネスの与信管理サービス事業、ビジネスポータルサイト事
業、教育関連事業が順調に推移いたしました。また、ＢＰＯサービス事業
は第２四半期以降は反社チェックサービス等の大型スポット案件を受注し
たため、前連結会計年度を大きく上回りました。
　その結果、連結の売上高は3,551,134千円（前連結会計年度比112.7％）
と前連結会計年度を上回りました。

（利益）
　会員企業に対する創業20周年キャンペーンのマーケティング費用及びテ
レワーク推進に伴う本社リニューアル関連費用が発生したものの、利益率
の高いサービスの売上高が増加したことやＢＰＯサービス事業が黒字化し
たこと等により、営業利益は654,867千円（前連結会計年度比129.1％）、
経常利益は672,713千円（前連結会計年度比122.8％）、親会社株主に帰属
する当期純利益は427,750千円（前連結会計年度比139.8％）と増益となり
ました。

（会員数合計）
　当連結会計年度末における会員数は13,707会員と順調に増加いたしまし
た。
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　　＜セグメント別の業績について＞
　セグメント別の売上高につきましては、セグメント間取引消去前の売上
高で記載しております。
　当社グループのセグメントを、１．法人会員向けビジネスと２．その他
ビジネスに分類した場合の業績は、以下のとおりであります。

　なお、当連結会計年度より、報告セグメントの区分を変更しており、以
下の前期比較については、前期の数値を変更後のセグメント区分に組み替
えた数値で比較分析しております。

１．法人会員向けビジネス
　法人会員向けビジネスに含まれるセグメントは、ア）与信管理サービ
ス事業、イ）ビジネスポータルサイト事業及び ウ）教育関連事業であり
ます。
　法人会員向けビジネスの業績は、次のとおりであります。

前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

法人会員向けビジネス売上高合計（千円） 2,773,552 3,038,827 109.6

法人会員向けビジネス利益合計（千円） 582,930 638,596 109.5

会員数
前連結

会計年度末

当連結

会計年度末
増減数

法人会員向けビジネス会員数合計 12,369 13,154 785

－ 10 －
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　法人会員向けビジネスの各セグメントの業績は、以下のとおりであり
ます。

ア）与信管理サービス事業について
　与信管理サービスの業績は、次のとおりであります。

サービス分野別
前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

　ＡＳＰ・クラウドサービス（千円） 1,592,040 1,687,292 106.0

ポートフォリオサービス及び

マーケティングサービス（千円）
314,445 342,403 108.9

その他（千円） 137,535 175,714 127.8

コンサルティングサービス売上高合計

（千円）
451,980 518,117 114.6

売上高合計（千円） 2,044,021 2,205,409 107.9

セグメント利益（千円） 377,401 393,964 104.4

会員数
前連結

会計年度末

当連結

会計年度末
増減数

与信管理サービス（注） 6,527 6,798 271

（注）サービス相互提携を行う会員を含む

　主力の与信管理サービス事業につきましては、第１四半期会計期間
はほぼ前年同期並みだったものの、第２四半期会計期間以降は順調に
推移しました。その結果、売上高は2,205,409千円（前連結会計年度比
107.9％）、セグメント利益は393,964千円（前連結会計年度比104.4％）
となりました。
　利益率の高いＡＳＰ・クラウドサービスは、会員数が増加し定額の
利用料が積み上がったことに加え、従量制サービスの利用が順調だっ
たことに伴い、1,687,292千円（前連結会計年度比106.0％）となりま
した。
　コンサルティングサービスは、ポートフォリオサービス及びマーケ
ティングサービスの売上高が順調に推移したことに加え、第２四半期
会計期間以降は反社チェックサービス及び取引先のモニタリングサー
ビスが好調だったため、コンサルティングサービス全体の売上高は
518,117千円（前連結会計年度比114.6％）となりました。
　セグメント利益につきましては、創業20周年キャンペーンのマーケ
ティング費用及びテレワーク推進に伴う本社リニューアル関連費用、
また、独自データベースを活用したサービスサイトリニューアル費用
が発生したものの、売上高が増加したこと等により、前連結会計年度
を上回りました。

－ 11 －
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イ）ビジネスポータルサイト事業（グループウェアサービス等）につい
て

　ビジネスポータルサイト（グループウェアサービス等）の業績は、
次のとおりであります。

サービス分野別
前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

　ＡＳＰ・クラウドサービス（千円） 498,775 518,783 104.0

　その他（千円） 34,912 36,986 105.9

売上高合計（千円） 533,687 555,769 104.1

セグメント利益（千円） 148,255 155,884 105.1

会員数
前連結

会計年度末

当連結

会計年度末
増減数

ビジネスポータルサイト

（グループウェアサービス等）（注）

3,228

(142,995)

3,185

(145,416)

△43

(2,421)

（注）（　）は外数でユーザー数

　ビジネスポータルサイト事業（グループウェアサービス等）の売上
高の合計は555,769千円（前連結会計年度比104.1％）、セグメント利
益は155,884千円（前連結会計年度比105.1％）となりました。
　会員数は微減となりましたが、ユーザー数や顧客の在宅勤務の増加
等により、ディスク容量の超過料やオプションサービスの利用料が増
加したため、売上高は前連結会計年度に比べ増加しました。
　セグメント利益につきましては、サービスシステムのパブリックク
ラウド（注）への移行により固定費が減少したこと等により、前連結
会計年度を上回りました。

（注）クラウドプロバイダー等が、広く一般のユーザーや企業向けに
クラウドコンピューティング環境をインターネット経由で提供
するサービス

－ 12 －
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ウ）教育関連事業について
　教育関連の業績は、次のとおりであります。

サービス分野別
前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

教育関連売上高合計（千円） 195,844 277,648 141.8

セグメント利益（千円） 57,272 88,748 155.0

会員数
前連結

会計年度末

当連結

会計年度末
増減数

教育関連 2,614 3,171 557

　教育関連事業の売上高は277,648千円（前連結会計年度比141.8％）、
セグメント利益は88,748千円（前連結会計年度比155.0％）となりまし
た。
　第１四半期会計期間は、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
集合型研修の代替として新入社員を対象とした講座を中心にｅラーニ
ングサービスの利用が大きく増加しました。第２四半期会計期間以降
は、お客様のニーズに合わせたカスタマイズサービスが好調に推移い
たしました。加えて、定額制の社員研修サービス「サイバックスＵｎ
ｉｖ．」の会員数が3,171会員に増加し定額の利用料が積み上がったた
め、全体では売上高が好調に推移しました。

２．その他ビジネス
　その他ビジネスに含まれるセグメントは、エ）ＢＰＯサービス事業及
び オ）その他サービスであります。
　その他ビジネスの業績は、次のとおりであります。なお、中国におけ
る与信管理及びグループウェアサービス等の会員数は、553会員となりま
した。

前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

その他ビジネス売上高合計（千円） 559,712 766,227 136.9

その他ビジネス利益合計（千円） 8,109 97,622 1,203.7

－ 13 －
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　その他ビジネスの各セグメントの業績は、以下のとおりであります。

エ）ＢＰＯサービス事業について
　ＢＰＯサービスの業績は、次のとおりであります。

サービス分野別
前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

ＢＰＯサービス売上高合計（千円） 386,962 581,180 150.2

セグメント損益（△は損失）（千円） △6,992 91,901 －

　ＢＰＯサービス事業の売上高は581,180千円（前連結会計年度比
150.2％）、セグメント利益は91,901千円（前連結会計年度はセグメン
ト損失6,992千円）となりました。
　イベントやレジャー自粛等の影響を受け、これらに係わる一部の案
件の処理件数が減少したものの、第１四半期会計期間はコールセンタ
ーのインバウンド業務等が伸長しました。また、第２四半期会計期間
以降は、反社チェックサービス等の大型スポット案件を受注したため、
売上高が増加し、黒字化しました。

オ）その他サービスについて
　その他サービスの業績は、次のとおりであります。

サービス分野別
前連結

会計年度

当連結

会計年度

前連結

会計年度比

（％）

その他サービス売上高合計（千円） 172,749 185,046 107.1

セグメント利益（千円） 15,102 5,720 37.9

　その他サービスの売上高は185,046千円（前連結会計年度比
107.1％）、セグメント利益は5,720千円（前連結会計年度比37.9％）
となりました。
　その他サービスである当社グループの海外展開（中国）を事業とす
る利墨（上海）商務信息咨詢有限公司（リスクモンスターチャイナ）
は、中国における信用調査レポートの需要が伸び、売上高が前連結会
計年度を上回りました。
　セグメント利益につきましては、サービス提供強化のための人件費
増加とサーバー設備増強による費用が発生したため、前連結会計年度
を下回りました。

－ 14 －
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(2）設備投資の状況
当連結会計年度における設備投資の総額は505,928千円であり、その主な

内容は、サービスの基幹システムの増強、テレワーク推進に伴う本社リニ
ューアルによる新規什器及び設備等であります。

(3）資金調達の状況
当社は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化、または想定以上に

深刻化した場合の不測の事態に備えるため、手元流動性の確保を目的とし
て、2020年６月に取引銀行３行と総額1,200,000千円のコミットメントライ
ン契約を締結しております。なお、当連結会計年度末における借入実行残
高はありません。

(4）事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

(5）他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

(6）吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継
の状況
該当事項はありません。

(7）他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。

－ 15 －
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２．直前３事業年度の財産及び損益の状況

(1）企業集団の財産及び損益の状況

区 　 分
2017年度
第18期

2018年度
第19期

2019年度
第20期

2020年度
第21期

(当連結会計年度)

売 上 高 2,811,396千円 2,962,616千円 3,150,052千円 3,551,134千円

経 常 利 益 408,217千円 467,197千円 547,983千円 672,713千円

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益

262,052千円 280,818千円 305,885千円 427,750千円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 33円62銭 36円31銭 40円42銭 57円47銭

総 資 産 5,279,998千円 5,513,893千円 5,534,958千円 6,658,407千円

純 資 産 4,357,443千円 4,541,180千円 4,632,365千円 5,400,167千円

１株当たり純資産額 551円64銭 580円75銭 613円29銭 710円75銭

 (注) １．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

２．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

３．１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。

 ４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16

日）等を第19期の期首から適用しており、第18期の総資産の金額については、当該会

計基準等を遡って適用した後の金額となっております。

 ５．当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ます。第18期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及

び１株当たり純資産額を算出しております。

(2）当社の財産及び損益の状況

区 　 分
2017年度
第18期

2018年度
第19期

2019年度
第20期

2020年度
第21期

(当事業年度)

売 上 高 1,967,976千円 2,139,009千円 2,294,091千円 2,530,997千円

経 常 利 益 252,807千円 329,658千円 383,672千円 383,858千円

当 期 純 利 益 170,584千円 194,830千円 179,515千円 233,443千円

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 21円89銭 25円19銭 23円72銭 31円37銭

総 資 産 4,321,162千円 4,442,941千円 4,336,183千円 5,163,216千円

純 資 産 3,526,602千円 3,610,191千円 3,577,009千円 4,124,215千円

１株当たり純資産額 453円24銭 469円40銭 482円52銭 553円10銭

 (注) １．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

２．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

３．１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数に基づき算出しております。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16

日）等を第19期の期首から適用しており、第18期の総資産の金額については、当該会
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計基準等を遡って適用した後の金額となっております。

５．当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ます。第18期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、１株当たり当期純利益及

び１株当たり純資産額を算出しております。

３．重要な親会社及び子会社の状況

(1）親会社の状況
　該当事項はありません。

(2）重要な子会社の状況

会社名 資本金 当社の議決権比率 主な事業内容

リスモン・ビジネス・
ポ ー タ ル 株 式 会 社

30,000千円 95.0％
中堅・中小企業向けビジネスポ
ータルサイト「J-MOTTO（ジェ
イモット）」事業の運営他

サイバックス株式会社 30,000千円
100.0％
（8.1％）

ｅラーニングシステム及び学
習コースの開発・販売他

リスモン・マッスル・
デ ー タ 株 式 会 社

30,000千円 100.0％
マーケティング業務の効率化
及びデジタルデータ化ソリュ
ーションによるＢＰＯ事業

日 本 ア ウ ト ソ ー ス
株 式 会 社

30,000千円
100.0％

（100.0％）
同上

利 墨 （ 上 海 ） 商 務
信 息 咨 詢 有 限 公 司

50,000千円
80.0％

（80.0％）
中国における与信管理及びグ
ループウェアサービス等

（注）議決権比率の（　）は間接保有比率であります。

４．中長期的な経営戦略及び対処すべき課題
(1）長期ビジョン「RismonＧ-30」及び「第７次中期経営計画（2021～2023年

度）」
　当社グループは、事業を取り巻く厳しい環境を踏まえ、2021年度から2025
年度までの長期ビジョン「RismonＧ-30」、その達成に向けたマイルストー
ンとして、「第７次中期経営計画（2021～2023年度）」を制定いたしまし
た。
　長期ビジョン「RismonＧ-30」は、新型コロナウイルス感染症拡大という
世界規模の困難により、Nationalismの台頭、働き方改革、一人ひとりの価
値観の確立、ＳＤＧｓの浸透といった流れを踏まえ、「新しいスタンダー
ドを提供する」をキーワードに、①社会に有用な付加価値のある信頼され
るサービスを提供する、②信用を判断するだけでなく信用を生み出す、③
公正で安心できる仕組み作りの役割を担うことを実践してまいります。ま
た、数値目標といたしましては、経常利益、ＲＯＥ等について具体的な目
標を設定して取り組んでまいります。社会的貢献及び企業価値の源泉を十
分に理解し、短期的な収益の確保のみならず中長期的な視野に立ち、積極
的な投資を行いながら、以下に掲げる全体的な基本方針並びに事業別の基
本方針に沿った取り組みを遂行していくことで、当社を支える様々な関係
者を含んだ当社の本源的な企業価値及び株主共同の利益を継続的に維持・
向上させてまいります。

－ 17 －

直前３事業年度の財産及び損益の状況、重要な親会社及び子会社の状況、中長期的な経営戦略及び対処すべき
課題
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（全体的な基本方針）
　①　事業規模について

　既存事業の安定的な成長に加えて国内外の事業投資を拡大し、安定
的な事業規模を目指します。

　②　新規事業投資及び業務提携について
　シナジー効果があり、プロフェッショナルなノウハウと顧客基盤を
持つ企業を対象とし、長期的なビジネスパートナーとしての関係構築
を目的に、積極的にアップセル、クロスセルにつながる投資、Added 
Value投資を積極的に実行いたします。

　③　株主還元について
　当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つとして位
置付け、配当性向30％を目標とし、今後も継続的かつ安定的な配当の
実施を目指します。

（事業別の基本方針）
法人会員向けビジネス
　グループ全体の収益基盤として、ストック型ビジネスモデルの強み
を活かし、安定成長を目指します。
①　与信管理サービス事業
　「あなたの会社のｅ－審査部」（与信管理アウトソーシング事業）
となり、与信管理業界におけるリーダーを目指します。収益性の安
定成長を 優先課題とし、独自データベースをより活用したサービ
スモデルへと移行し、サービスのサブスク化、クライアントへのＤ
Ｘ化支援サービスを進めてまいります。独自データベースのＳＦ
Ａ、ＷＥＢマーケティングとの連携強化、既存データベースと独自
データベースをコンバインしたＡＩ評価モデルの構築、ソフトウエ
ア投資水準の適正化により固定費を圧縮することで、限界利益率の
向上を図ります。

②　ビジネスポータルサイト事業
　事業の核であるグループウェアは、広く一般的に利用されている
サービスとの連携を強化することで安定成長を目指します。スマホ
アプリの強化で利便性を向上させ、また、チャットやＦＡＱのサポ
ート力を増強することで、ポータル事業としての深化と強化を実現
し、サービスの浸透度を深めてまいります。

③　教育関連事業
　ＡＩを活用したコンテンツ及び講師の評価システムを構築し、さ
らなるコンテンツの強化を進めることで、グループの主力サービス
となるべく事業拡大を図ります。

－ 18 －

中長期的な経営戦略及び対処すべき課題
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その他ビジネス
　グループの先兵として新規ビジネスやアライアンスに挑戦し、サー
ビス化、会員ビジネス化することでグループ商材と事業規模の拡大を
目指します。
ＢＰＯサービス事業を含むその他ビジネス
・ＢＰＯサービス事業
　ＢＰＯセンターの運営で培った強み、ノウハウを活かし、ＶＥＲ
ＩＦＹ機能のクラウドサービス化と反社チェックサービスを中心と
したデータ蓄積・活用型のサービスモデルを目指します。
　また、独自データベースのメンテナンス力の強化、ＡＩ活用のた
めの教師データ作成などグループ全体のコスト削減に貢献いたしま
す。

・海外事業
　グループ商材の海外での拡販やシステム受託を進めてまいります。

・新規事業
　アップセル・クロスセルを実現し、周辺サービスや新規事業につ
ながるアライアンスや資本提携を積極的に行ってまいります。

(2）対処すべき課題
当社グループは、当社を支える様々な関係者を含んだ当社の本源的な企

業価値及び株主共同の利益を継続的に維持・向上させるために、短期的な
収益の確保のみならず中長期的な視野に立ち、事業別に戦略的取り組みを
実施することで中長期的な経営戦略を具現化し企業価値を高めるとともに、
様々なリスク要因の経営への影響を 小化すべく、引き続き取り組んでま
いります。
当社グループが従来より取り組んでおります課題は以下のとおりであり

ます。
①　会員に対するサービスの浸透度合いについて

当社は、入会後の会員に対するサービスの浸透度合いを高めていくこ
とが重要であると認識しております。
その実現に向けた取り組みとして、既存サービスへの追加投資を行い

顧客満足度を高める等サービスの一層の拡充を図る施策を行うと同時に、
既会員企業と緊密な関係構築を行う専門部隊を強化し対応してまいりま
す。

②　システム障害の防止と対応について
当社グループの業務及び提供するサービスは、独自に開発したＡＳ

Ｐ・クラウドシステム等によって大部分が運営されております。
このシステムの安定的運用が経営上 も重要であると認識しておりま

す。
具体的には、効率的なキャパシティ管理、二重化構成、24時間監視、

バックアップシステム等の施策を行うことにより、かかる障害の発生に
伴う混乱及び損害発生の軽減に努めております。
さらに、障害発生時の緊急時対応計画手順書及び事業継続計画の整備

や復旧訓練を実施しております。

－ 19 －

中長期的な経営戦略及び対処すべき課題
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③　低コスト構造の維持
当社は、独自に開発したＡＳＰ・クラウドシステム等と少数精鋭によ

る効率的な業務運営に努めております。今後も当社は、業務拡大に伴う
システム投資や人員補強等の経営資源の増強を行うことが必要となりま
すが、引き続きグループ内での業務フローの共通化を進め、少数精鋭に
よる低コストオペレーションを維持し、収益獲得のための体制をさらに
強化してまいります。

－ 20 －

中長期的な経営戦略及び対処すべき課題
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５．主要な事業内容（2021年３月31日現在）

当社グループの主要なサービスは次のとおりであります。
セグメント サービス分野別 サービス内容

与信管理

サービス

ＡＳＰ・クラウ

ドサービス

ｅ－与信ナビ

国内 大級の企業ＤＢと倒産企業ＤＢを分析し、企業
の信用力を表す指標「ＲＭ格付」（注１）と、会員企
業の財務体力を考慮した「ＲＭ与信限度額」（注２）
等、与信意思決定に有効となる具体的な指標を提供す
るサービスです。新規取引や既存取引先との取引可
否を的確にかつスピーディーに判断するためのツー
ルです。

ｅ－管理ファイル

継続的に与信が発生する取引先を登録し、一括動態管
理等を行うツールです。登録企業の信用状況及び企
業データに変更があった場合に、電子メールにてアラ
ーム通知する「モニタリング機能」（注３）が特長で
す。取引先の信用力の変化をクラウド型システムで
効率的に常時把握することで、機動的な債権保全が可
能となります。

営業支援サービス

企業データベースから、所在地や業種、資本金、「Ｒ
Ｍ格付」等の検索条件を指定し、マーケティングリス
トを作成するサービスです。企業データベースの中
から優良企業を選別し、効率的な営業活動が可能とな
ります。

その他

社内システムとＲＭ企業ＤＢを連携し一元管理でき
るクラウドサービス、「ＲＭ格付」が付いた国内、海
外企業の信用調査レポートサービス、財務分析サービ
ス、社内規程や契約書式集等実務に役立つ「ｅ－企業
実務サポート」等があります。

コンサルティ

ングサービス

ポートフォリオ

サービス

取引先全体のリスク構成を、「ＲＭ格付」や「ＲＭ与
信限度額」等当社独自の各指標を駆使し、低コストか
つ短期間で分析するサービスです。与信リスクを定
量化することで、リスクの所在が可視化され、取引先
の全体分析や条件の見直しが可能です。

マーケティング

サービス

既存顧客、商圏を当社独自の各指標で分析し、営業支
援を行うサービスです。

金融サービス

「ＲＭ格付」と連動した保証限度額・保証料率が設定
される信用保証サービスや取引信用保険等の債権保
全サービスが「Secured　Monster」サービスです。債
権の回収が不安な取引先を１社単位・１契約単位で保
証を掛けることが可能です。また、低格付のモニタリ
ング登録企業の倒産が支払の対象となる「見舞金共済
サービス」があります。「ＲＭ格付」という統一した
債権評価基準を保有することで、より具体的な債権保
全のマネジメントが可能となります。

その他

「ＲＭ格付」や「ＲＭ与信限度額」等当社サービスを
活用して、会員企業に合わせた与信管理ルールや業務
フローの構築等をサポートするサービス、社内啓蒙を
目的とした研修サービス等も実施しています。

－ 21 －

主要な事業内容
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セグメント サービス分野別 サービス内容

ビジネスポ

ータルサイ

ト（グループ

ウェアサー

ビス等）

ＡＳＰ・クラウ

ドサービス

グループウェア

サービス

スケジュールや会議室の管理等、社内の情報を共有

し、業務の効率化を図るグループウェアやワークフロ

ー等を提供するビジネスポータルサイト「J-MOTTO（ジ

ェイモット）」を運営しております。ＡＳＰ版勤怠管

理システム「タイムレコーダー」、給与データベース

をウェブ上で一括管理できる「Ｗｅｂ給与明細サービ

ス」等もあります。

その他

ホームページの公開やメールの送受信に必要なサー

バーの機器や領域を貸し出すホスティングサービス

等があります。自社運営に比べ大幅なコスト削減と

手間の軽減を実現いたします。

教育関連 教育研修サービス

定額制の社員研修サービス「サイバックスＵｎｉ

ｖ．」、ｅラーニングサービス及び集合研修サービス

等であります。

ＢＰＯ

サービス
デジタルデータ化等ＢＰＯサービス

自社内にノウハウが少ない分野や付帯的な業務を請

け負うのがＢＰＯサービスです。クライアントの自

社の中核事業に注力することが可能になるだけでな

く、固定費の削減に貢献します。特にマーケティング

業務の効率化及びデジタルデータ化ソリューション

によるデジタルデータ化サービスが特長で、情報をス

ピーディーにデジタルデータ化し分析する他、ダイレ

クトマーケティングやデータベースマーケティング

のためにデータを整備する「データクレンジング」も

行います。また、与信管理サービスと連携した「反社

チェックサービス」も請負います。

その他 その他サービス
中国におけるグループウェアサービスや与信管理サ

ービス等であります。

（注１）ＲＭ格付

当社では、企業を大きくＡ～Ｆの６段階に格付し、さらにＥ格及びＦ格をＥ１、Ｅ２、

Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３にそれぞれ細分化し、合わせて９段階の格付情報を会員に提供してお

ります。この格付は、過去の倒産実績に裏付けられた独自指標であり、Ａ格の企業は倒

産確率が低い、つまり倒産しにくい企業、逆にＦ格の企業は倒産確率が高い、つまり倒

産しやすい企業といえます。定期的なデータ更新等によりロジックの補正を続けている

のもＲＭ格付の大きな特長です。

（注２）ＲＭ与信限度額

様々な与信限度の設定法が提唱されておりますが、当社ではそれらを複合させ、致命的

なダメージを受けない与信限度額として、①会員企業の財務体力に応じた格付ごとの“基

本許容金額”、②取引先の仕入債務のシェアを考慮した“売込限度金額”、さらに③会

員企業の決裁権限に応じた“決裁限度金額”の３つを算出し、その 小値を「ＲＭ与信

限度額」として提供しております。

（注３）モニタリング機能

当社では、会員企業に代わり取引先の信用状況変化や、企業信用情報の変更を把握し、

電子メールやアラーム通知リストにて提供しております。

－ 22 －
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６．主要な営業所及びデータセンター（2021年３月31日現在）

(1）当社

名 称 所 在 地

本 社 東京都中央区日本橋2-16-5　ＲＭＧビル

大 阪 支 社 大阪府大阪市中央区本町2-6-8　センバ・セントラルビル４階

名 古 屋 営 業 所 愛知県名古屋市中村区名駅4-26-13　ちとせビル６階

九 州 営 業 所 福岡県福岡市博多区博多駅前4-4-15　博多駅前H44ビル４階

デ ー タ セ ン タ ー
東京都文京区※
※セキュリティ上の観点から詳細住所は省略しております。

(2）子会社

名 称 所 在 地

リスモン・ビジネス・
ポ ー タ ル 株 式 会 社

東京都中央区日本橋2-16-5　ＲＭＧビル

サイバックス株式会社 東京都中央区日本橋2-16-5　ＲＭＧビル

リスモン・マッスル・
デ ー タ 株 式 会 社

東京都中央区日本橋2-16-5　ＲＭＧビル

日 本 ア ウ ト ソ ー ス
株 式 会 社

東京都品川区西五反田7-24-5　ＯＮＥＳＴ西五反田スクエア
７階

利 墨 （ 上 海 ） 商 務
信 息 咨 詢 有 限 公 司

中国上海市長寧区延安西路2201号 上海国際貿易中心266室

７．使用人の状況（2021年３月31日現在）

(1）企業集団の使用人の状況

使 用 人 数 前 連 結 会 計 年 度 末 比 増 減

156名 14名増

（注）使用人数は就業人員であり、臨時雇用者は含まれておりません。

(2）当社の使用人の状況

使 用 人 数 前事業年度末比増減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

105名 ６名増 37.0歳 7.0年

 (注) 使用人数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）

であり、臨時雇用者は含まれておりません。

－ 23 －
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８．主要な借入先の状況（2021年３月31日現在）

借　入　先 借　入　残　高

株式会社りそな銀行 40,000千円

株式会社三井住友銀行 175,640千円

９．その他企業集団の現況に関する重要な事項

　該当事項はありません。

－ 24 －
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Ⅱ．会社の現況
１．株式の状況（2021年３月31日現在）
(1）発行可能株式総数
(2）発行済株式の総数

15,231,600株
3,773,461株（自己株式45,184株を含む）

（注）当社は、2021年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っており

ますが、上記の事項は当該株式分割前の株式数を記載しております。

    (3）株主数 4,577名
　　(4）大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

株 ％
株 式 会 社 東 京 商 工 リ サ ー チ 325,500 8.73

藤 本 太 一 293,300 7.87

光 通 信 株 式 会 社 278,600 7.48

金 田 真 吾 130,000 3.49

株 式 会 社 エ ヌ ア イ デ イ 120,000 3.22

株式会社オービックビジネスコンサルタント 100,000 2.68

株 式 会 社 Ｓ Ｂ Ｉ 証 券 89,514 2.40

テ ク マ ト リ ッ ク ス 株 式 会 社 88,800 2.38

菅 野 健 一 75,500 2.02

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 71,400 1.91

 (注）持株比率は自己株式を除外して計算しております。

　　(5）当事業年度中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状
況

　当社は、2020年７月８日開催の取締役会において譲渡制限付株式報酬と
しての自己株式の処分を決議し、同年７月27日付で当社取締役（社外取締
役及び監査等委員である取締役を除く）１名に対し自己株式21,800株の処
分を行いました。

２．新株予約権等の状況
該当事項はありません。
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３．会社役員の状況

(1）取締役の状況（2021年３月31日現在）

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役社長 藤 本 太 一

リスモン・マッスル・データ株式会社代表取
締役社長
リスモン・ビジネス・ポータル株式会社代表
取締役社長
日本アウトソース株式会社代表取締役社長
サイバックス株式会社代表取締役会長
利墨（上海）商務信息咨詢有限公司董事長
海南紐康信息系統有限公司董事

取締役f o u n d e r 菅 野 健 一

ファーストアカウンティング株式会社社外取
締役
株式会社学びエイド社外監査役
株式会社エヌエフエー社外取締役

取 締 役 堀 　 龍 兒

早稲田大学名誉教授
ＴＭＩ総合法律事務所顧問
ＴＭＩベンチャーズ株式会社代表取締役
阪和興業株式会社社外取締役
株式会社ロッテ社外監査役

取 締 役
（監査等委員・常勤）

太 田 敏 晶

取 締 役
（監査等委員）

鈴 木 龍 介
司法書士、行政書士
(司法書士法人鈴木事務所　代表社員)

取 締 役
（監査等委員）

奥 　 村 　 正 太 郎
ヤンマーホールディングス株式会社社外監査
役

（注）１．取締役堀龍兒氏、取締役（監査等委員）太田敏晶氏、同鈴木龍介氏、及び同奥村正太
郎氏は社外取締役であります。当社は、これら４名の取締役を東京証券取引所の定め
に基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

２．監査等委員会の監査・監督機能を強化するため、経営会議等の重要会議への出席、各
部門からの情報収集及び内部監査部門との連携を可能とすべく、太田敏晶氏を常勤の
監査等委員として選定しております。

(2）責任限定契約の内容の概要
当社は、社外取締役との間で、会社法第427条第１項の責任限定契約を締

結しております。当該責任限定契約の概要は、次のとおりであります。
・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合
は、金100万円又は会社法第425条第１項に規定する 低責任限度額のい
ずれか高い額を限度として、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役がその責任の原因と
なった職務の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限るもの
とする。

(3）役員等賠償責任保険契約の内容の概要等
当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員

等賠償責任保険契約を締結しております。当該保険契約の被保険者は、当
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社及び子会社の取締役、執行役員及び管理職等の従業員であります。被保
険者が負担することとなる第三者訴訟、株主代表訴訟、不当雇用慣行訴訟
及び証券訴訟において発生する損害賠償金及び争訟費用を当該保険契約に
よって塡補することとしており、保険料は全額当社が負担しております。
もっとも、犯罪行為、法令違反の事実を認識しながら行為を行った場合等
については免責されます。また、保険契約に免責額を定めることで、役員
等の職務の適正性が損なわれないようにするための措置がとられておりま
す。

(4）取締役の報酬等
①　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
　当社は、2021年３月10日開催の取締役会において、取締役（監査等委
員である取締役を除く）の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針を含
む取締役報酬基準の一部改定について決議しております。
　当社は、より効率的な社外役員を中心とする業務執行監査体制の確立
と、役員体制のスリム化等を目的として、監査等委員会設置会社に移行
したことに伴い、取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬等の
額を年額164,000千円以内、監査等委員である取締役の報酬等の額を年額
36,000千円以内とすることについて、2015年６月25日開催の第15回定時
株主総会でご承認をいただきました。また、取締役（社外取締役及び監
査等委員である取締役を除く）に対し、譲渡制限付株式の付与のために
年額36,000千円以内の金銭債権を支給することとし、これにより発行ま
たは処分される当社の普通株式の総数を年40,000株以内とすることにつ
いて、2017年６月27日開催の第17回定時株主総会でご承認をいただきま
した。現在、定款で定める取締役の員数は８名以内（当事業年度末日に
おける員数は６名）、うち、監査等委員である取締役の員数は４名以内
（当事業年度末日における員数は３名）であります。
　当社の取締役会は、過半数を占める社外取締役全員が独立取締役であ
り、独立性と客観性を確保することで、業務執行取締役のパフォーマン
スの評価を公正に行い、代表取締役の選定・解職や報酬の決定等の人事
に反映する体制を構築しております。
　取締役の報酬等の種類については、報酬の公平性・客観性を確保し、
業績に対する適切なインセンティブを付与すること、株主の皆様との一
層の価値共有を進めることを目的として、報酬を固定額ではなく、以下
の３種類の報酬の合計として設定いたします。
　取締役の報酬等及びその算定方法については、監査等委員会での審議、
承認を経て、取締役会において、株主総会で承認された報酬等の額の範
囲内で決議いたします。
　個々の取締役（監査等委員である取締役を除く）の具体的な固定報酬
額については、取締役会から委任を受けた代表取締役社長が、本報酬基
準に基づき算定式により画一的に算出される金額をベースに支給額を決
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定しております。業績連動報酬については、算定式により画一的に算出
されます。また、取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除
く）の株式報酬の個人別の割当て数については、取締役会において決議
いたします。
　監査等委員である取締役の報酬については、株主総会で承認された報
酬等の額の範囲内で監査等委員である取締役の協議によって決定いたし
ます。

イ．従業員給与に連動する報酬（固定報酬）
　職務執行の対価として、取締役の在任期間中、毎月支給する報酬で
あります。金額の算出にあたっては、従業員の平均給与額に対して、
役職や代表権の有無に応じた係数を乗じることで算出する従業員給与
連動報酬であります。

ロ．当期利益に連動する報酬（業績連動報酬）
　取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く）を対象と
した、業績連動報酬控除前の連結の税金等調整前当期純利益（以下、
当期利益）を指標とし、取締役の役職に応じたポイントにより支給額
を算出する変動報酬（業績連動報酬）であります。当期利益は、株主
還元の原資となり、また、１年間の経営成績を示す数値であるため、
事業年度ごとの業績に対するインセンティブの指標としてふさわしい
ことから当期利益を指標としております。
　業績連動指標の数値が確定した日から一カ月以内に支給いたします。
　なお、当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題として位
置付け、継続的かつ安定的な配当の実施を目標としているため、配当
を実施しない場合または当初予定配当を減額する場合は、支給いたし
ません。
（計算方法）
変動報酬＝連結の税金等調整前当期純利益×1.75％
　　　　×各取締役のポイント÷取締役のポイント合計（注）１
（注）１．取締役のポイント合計

　　　　　　　　＝（該当する各役職別のポイント×役職別人数）の総和
２．計算結果を１万円未満切捨て

（取締役の役職別ポイント）
取締役社長　　　　　　　　　　　　　　　20
取締役会長・取締役副社長・専務取締役　　10
常務取締役（その他役付）　　　　　　　　 8
取締役　　　　　　　　　　　　　　　　　 5

（限度額）
10,000千円
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ハ．株式報酬付与のための金銭報酬債権
　2017年５月24日付取締役会決議において導入いたしました、取締役
（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く）を対象として譲渡
制限付株式（譲渡制限期間は２年以上５年以下とし、譲渡制限期間中
当社取締役の地位にあることを条件に譲渡制限を解除する。）を交付
する報酬制度のための金銭報酬債権であります。なお、その他の条件
は以下のとおりです。
・上限株式数：年40,000株以内
・株式交付の条件：役位、職責、株価等を踏まえて取締役会において

決定いたします。
・譲渡制限の解除事由：対象取締役が、譲渡制限期間中、継続して当

社の取締役の地位にあったことを条件として、
本割当株式の全部について、譲渡制限期間が
満了した時点をもって譲渡制限を解除します。

・当社による無償取得：対象取締役が、譲渡制限期間を満了する前に、
当社の取締役会が正当と認める理由がなく、
当社の取締役を退任した場合には、当社は、
本割当株式の全部を無償で取得します。また、
当社は、譲渡制限期間が満了した時点におい
て、譲渡制限が解除されていない本割当株式
を当然に無償で取得します。

　取締役の任期に合わせて７月に支給いたします。

ニ．各報酬の割合の決定に関する方針
　業務執行を担う取締役の種類別の報酬の割合については、従業員給
与の支払い状況、業績及び経営計画の遂行状況、各取締役の役位等を
考慮して決定いたします。役位が上がるほど固定報酬以外の報酬の割
合が高くなるよう設定しております。
　各報酬の割合の決定に関しては、それぞれ算定式に基づいて支給し、
業績連動報酬及び株式報酬については、業績の向上及び企業価値の増
大へのインセンティブを与える観点から、割合を高めるよう随時見直
しを検討いたします。
　非業務執行取締役（社外取締役を含む）の報酬につきましては、コ
ーポレートガバナンスの要として経営の監視を行うため、固定報酬の
みといたします。

　なお、上記は当事業年度末日現在における方針等であります。
　当社では、取締役（監査等委員である取締役を除く）の個人別の報酬
の内容は、当社の報酬基準に基づき決定されていることから、当該方針
に沿うものであると取締役会で判断いたしました。
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②　報酬等に係る株主総会決議による定めに関する事項

　取締役（監査等委員である取締役を除く）の報酬等の額を年額164,000
千円以内、監査等委員である取締役の報酬等の額を年額36,000千円以内
とすることについて、2015年６月25日開催の第15回定時株主総会でご承
認をいただきました。当該定時株主総会終結時点の取締役（監査等委員
である取締役を除く）の員数は３名（うち、社外取締役は１名）、監査
等委員である取締役の員数は３名（うち、社外取締役は３名）です。ま
た、取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く）に対し、
譲渡制限付株式の付与のために年額36,000千円以内の金銭債権を支給す
ることとし、これにより発行または処分される当社の普通株式の総数を
年40,000株以内とすることについて、2017年６月27日開催の第17回定時
株主総会でご承認をいただきました。当該定時株主総会終結時点の取締
役（監査等委員である取締役を除く）の員数は３名（うち、社外取締役
は１名）、監査等委員である取締役の員数は３名（うち、社外取締役は
３名）です。

③　取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
　取締役の報酬等及びその算定方法については、監査等委員会での審議、
承認を経て、取締役会において、株主総会で承認された報酬等の額の範
囲内で決議いたします。
　個々の取締役（監査等委員である取締役を除く）の具体的な固定報酬
額については、取締役会から代表取締役社長藤本太一氏が委任を受けて
本報酬基準に基づき決定いたします。その権限の内容は、算定式により
画一的に算出される固定報酬の支給金額を決定することであります。代
表取締役社長に委任した理由は、当社の経営状況等を当社において も
熟知しており、世間相場や従業員給与とのバランス等を考慮し、公正に
決定できると判断したためであります。同決定にあたっては、当社の報
酬基準に基づき決定されており、代表取締役社長の裁量権は限定されて
おります。
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④　当事業年度に係る報酬等の総額等

役員区分
員数
（名）

報酬等の総額
（千円）

報酬等の種類別の総額（千円）

基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役
（うち社外取締役）

３
（１）

73,652
（5,400）

45,192
（5,400）

10,000
（－）

18,460
（－）

取締役（監査等委員）
（うち社外取締役）

３
（３）

15,600
（15,600）

15,600
（15,600）

－
（－）

－
（－）

合計
（うち社外取締役）

６
（４）

89,252
（21,000）

60,792
（21,000）

10,000
（－）

18,460
（－）

 (注) １．上記のほか、取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く）が役員を兼任
する子会社からの報酬等として、取締役の報酬等が8,190千円あります。

２．当事業年度の業績連動報酬等に係る指標は連結の税金等調整前当期純利益（以下、当
期利益）であり、実績は645,055千円であります。当期利益は、株主還元の原資とな
り、また、１年の経営成績を示す数値であるため、事業年度ごとの実績に対するイン
センティブの指標としてふさわしいことから、業績指標として選定しております。業
績連動報酬等の算定方法は前記「①　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
に関する事項」に記載のとおりであります。なお、配当を実施しない場合または当初
予定配当を減額する場合は支給しないこととしており、当事業年度の１株当たり配当
は、当初予定21円に対し７円増配し、28円（普通配当26円、記念配当２円）でありま
す。

３．非金銭報酬等は株式報酬付与のための金銭報酬債権であり、譲渡制限付株式報酬とし
て当事業年度に費用計上した額であります。なお、株式報酬付与のための金銭報酬債
権の内容は前記「①　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項」
に記載した内容と同様であり、当事業年度における交付状況は「１．(5）当事業年度
中に職務執行の対価として当社役員に対し交付した株式の状況」に記載のとおりであ
ります。

(5）社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　取締役堀龍兒氏は、早稲田大学の名誉教授であり、ＴＭＩ総合法律事
務所顧問、ＴＭＩベンチャーズ株式会社代表取締役、阪和興業株式会社
の社外取締役並びに株式会社ロッテの社外監査役であります。これらの
重要な兼職先と当社との間には特別の関係はありません。
　監査等委員である取締役鈴木龍介氏は、当社が主に登記関連業務を委
託している司法書士法人鈴木事務所の代表社員であり、当社より委任報
酬を受けておりますが、その報酬は少額であります。
　監査等委員である取締役奥村正太郎氏は、ヤンマーホールディングス
株式会社の社外監査役であります。これらの重要な兼職先と当社との間
には特別の関係はありません。
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②　当事業年度における主な活動状況

区 分 氏 名
出席状況、発言状況及び

社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取 締 役 堀 　 龍 兒

当事業年度開催の取締役会のすべてに出席しました。当
社は、社外取締役としての独立した立場で、企業経営に
関する豊富な経験及び大学教授としての知見に基づき、
当社業務執行取締役の適正な職務執行を監督する役割を
期待しておりました。事業会社の経営者として、また、
法律の専門家としての豊富な経験と幅広い見識をもっ
て、業務執行を行う経営陣から独立した客観的視点で、
取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するため適
宜助言・提言を行っております。

取 締 役
（監査等委員）

太 田 敏 晶

当事業年度開催の取締役会及び監査等委員会のすべてに
出席している他、常勤監査等委員として経営会議等重要
な会議に出席しました。当社は、社外取締役としての独
立した立場で、豊富な業務経験及び企業経営に関与した
経験に基づき、当社業務執行取締役の適正な職務執行を
監督する役割を期待しておりました。事業会社の経営者
としての豊富な経験と見識に基づき、社外取締役として
中立かつ客観的観点から、適宜必要な発言を行っており
ます。また、内部監査部門と密に連携し、部門ごとにヒ
アリングを実施するなど業務執行等について監査・監督
を行っております。コンプライアンス委員会の委員長と
して、当社の経営に対するモニタリング機能の向上に寄
与しております。

取 締 役
（監査等委員）

鈴 木 龍 介

当事業年度開催の取締役会及び監査等委員会のすべてに
出席しました。当社は、社外取締役としての独立した立
場で、司法書士としての豊富な実務経験に基づく企業法
務全般における幅広い知識・経験等をもって、当社業務
執行取締役の適正な職務執行を監督する役割を期待して
おりました。社外取締役として中立かつ客観的観点と主
に司法書士としての専門的見地から、適宜必要な発言を
行っております。

取 締 役
（監査等委員）

奥　村　正太郎

当事業年度開催の取締役会及び監査等委員会のすべてに
出席しました。当社は、社外取締役としての独立した立
場で、豊富な業務経験、企業経営に関与した経験及び他
社における社外監査役の経験に基づき、当社業務執行取
締役の適正な職務執行を監督する役割を期待しておりま
した。事業会社の経営者としての長年の豊富な経験と見
識に基づき、社外取締役として中立かつ客観的観点か
ら、適宜必要な発言を行っております。また、経営会議
等に出席し、業務執行等について監査・監督を行ってお
ります。コンプライアンス委員会の委員として、当社の
経営に対するモニタリング機能の向上に寄与しておりま
す。
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４．会計監査人の状況
(1）名称　　　　　　　　　八重洲監査法人

(2）報酬等の額

報 酬 等 の 額

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 17,000千円

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額

17,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法
に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できません
ので、当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しており
ます。

２．監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」
を踏まえ、会計監査人の監査計画、監査の実施状況、及び報酬見積りの算出根拠など
の妥当性を検討した結果、会計監査人の報酬等について同意を行っております。

(3）非監査業務の内容
　該当事項はありません。

(4）会計監査人の解任又は不再任の決定方針
　監査等委員会は、「会計監査人の解任又は不再任」に関しては、以下の
基本方針で臨み、 終的には監査等委員会の決議をもって決定するものと
します。
１．解任
①会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると判断される場合
②会社法、公認会計士法の法令違反による懲戒処分や監督官庁からの重

大な処分を受けた場合
２．不再任
　会計監査人の監査品質、品質管理、独立性、総合的能力等、当社が別
途定める「評価基準」に達しない場合
　なお、会計監査人が「評価基準」を達成している場合においても、同
一会計監査人での長期間の監査の継続は不芳と判断した場合は、「任期
満了」に伴い、会計監査人の新たな選任を行うことができるものとする。

５．業務の適正を確保するための体制と運用状況

　当社は、業務の適正性を確保するための体制を整備し、健全な業務執行の
ために「内部統制システム構築の基本方針」を制定し、同基本方針に従い内
部統制整備を進め、適切に運用しております。業務の適正性を確保するため
の体制の内容は次のとおりであります。
　なお、内部統制システムの運用については、内部監査部門が定期的にグル
ープの内部監査及び内部統制システムの運用上見出された問題点等の是正・
改善状況並びに必要に応じて講じられた再発防止策への取り組み状況を取締
役会へ報告することにより、適切な内部統制システムの構築・運用に努めて
おります。コンプライアンスについては、全従業員を対象とした研修を毎年
実施し、コンプライアンス意識の浸透を図るほか、年間を通じたコンプライ
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アンス委員会の運営計画に基づき、適切に活動しております。
(1）当社の取締役・子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款

に適合することを確保するための体制
当社グループは、法令遵守はもとより、広く企業に求められる社会規範、

倫理観を尊重し、公正で適切な経営を目指し、「リスクモンスターの企業
理念」を定め、具体的な行動指針として「リスクモンスターの行動基準」
を定めている。

リスクモンスターの企業理念
(1）顧客を大切にして共に繁栄しよう。
(2）プロフェッショナリズムを繁栄の源泉にしよう。

リスクモンスターの行動基準
(1）挑戦なくして成長あらず
(2）和して同せず
(3）着眼大局、着手小局
(4）備えよ　常に

当社グループの取締役及び使用人が法令、定款及び社内規程を遵守し、
倫理を尊重する行動ができるように、コンプライアンス委員会を中心にコ
ンプライアンス体制の整備を促進するとともに、コンプライアンス上、疑
義ある行為について当社グループの取締役及び使用人が社外の通報窓口を
通じて社外の弁護士及び専門家に通報できる内部通報制度を設けるととも
に、通報者に不利益がないことを確保するものとする。

(2）取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
　取締役の職務の執行に係る取締役会議事録並びに稟議決裁書、重要文書
（電磁的記録を含む）等は、文書管理に関する社内規程において、法定の
保存期間以上の保存期間並びに保存責任部署を定め、必要に応じて閲覧可
能な状態を維持する体制とする。
　人事総務部は、その他各種会議体等の議事録、各部門における重要な書
類の管理、保存について指導を行うとともに必要な規程の整備を図るもの
とする。

(3）当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
当社グループは、事業の目標達成を阻害するリスクを洗い出し、その発

生可能性と影響度を評価し、それぞれについての社内規程ないし対応手順
と主管部署を定め、損失発生を防ぐとともに発生時の損失極小化を図る。
定められた社内規程や対応手順については、その実効性を確認・改善する
とともに、事業環境の変化に伴って新たなリスクが生じる場合には、速や
かにこれに対応する。
内部監査部門は、業務監査を通じてリスク管理の状況を把握し、必要に

応じて関係部署に対し改善提案を行う。監査結果は社長に報告する他、監
査等委員会にも報告し、監査等委員会及び内部監査部門との相互連携の充
実、強化に努める。
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また、金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制システムの信頼
性の確保については、内部監査部門の下部組織として、内部統制評価委員
会「Rismon Internal Control committee（ＲＩＣ）」を設置する。ＲＩＣ
は、財務報告に係る内部統制に関する手順・文書を定め、全社レベル並び
に業務プロセスレベルの評価を実施する。
さらに当社の事業上、重要となる情報セキュリティ及びシステムオペレ

ーション、ＩＴに係るリスク・マネジメント体制を構築するために、社長
を議長としたＩＴ戦略会議（ＩＴＳＣ）を設けリスクに対処する体制をと
る。ＩＴ戦略会議（ＩＴＳＣ）では、リスク・マネジメントに関する目標・
計画の策定、社内規程、是正措置、改善措置、事業継続計画等の承認を行
う。これに基づきＩＴ統括責任者は、ＩＴ利用とＩＴ統制活動を行う環境
を整備し、内部統制の品質向上に努める。また、同会議体は、リスクに応
じた有事の際の迅速かつ適切な情報伝達と緊急体制を整備し、下部組織と
して、以下の委員会を設け個別のリスクに対応する。
サービス向上委員会
サービス向上委員会は、サービスマネジメント方針を定め、サービス

レベルを継続的に改善させるために、サービスマネジメントシステムの
標準規格であるISO/IEC20000及び品質マネジメントシステムの標準規格
であるISO9001の認証を取得し、実践的活用により、オペレーションリス
クをコントロールするとともに、規則、マニュアル等を定めて、リスク
の発生に備える。また、定期的なレビューと外部監査を受け、結果をＩ
Ｔ戦略会議（ＩＴＳＣ）に報告する。
セキュリティ向上委員会
セキュリティ向上委員会は、情報セキュリティ基本方針に従い、これ

を周知徹底し、システム基盤強化や情報セキュリティ管理に関するマネ
ジメントシステムの標準規格であるISO/IEC27001の認証及び個人情報保
護マネジメントシステムのプライバシーマークを取得し、システムリス
ク及び情報漏えいのリスクをコントロールするとともに、規則、マニュ
アル等を定めて、リスクの発生に備える。また、定期的なレビューと外
部監査を受け、結果をＩＴ戦略会議（ＩＴＳＣ）及び経営会議に報告す
る。

(4）当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保す
るための体制
当社グループの取締役の役割分担、各部署の職務分掌、指揮命令系統、

権限並びに意思決定のルールを「組織分掌規程」、「組織および職務権限
規程」等に明確に定め、効率化を図る。当社は、取締役会において会社の
大きな方向性として企業理念・行動基準を定め、それに基づき戦略的で具
体的な中期経営計画等の長期計画と年度予算編成方針を定める。取締役会
で決議すべき事項及び報告すべき事項は取締役会規則に明定し、必要に応
じて取締役会を開催する他、その他の重要事項・分野の審議もしくは決定
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を行う機関として、経営会議の他、それぞれに対応する委員会等を設置す
る。
また、当社については業務執行の決定の委任を受けた取締役が、子会社

については少人数の取締役会において、経営上の重要な意思決定を迅速に
行い、取締役会において職務執行の監視を行う。職務の執行は取締役が取
締役会の決議に基づいて役割分担し、審議機関かつ業務執行機関である経
営会議にて、業務執行の方針の承認を受け、方針に基づいた業務運営を行
う。
業務の運営については、全体的な目標と部門別目標を設定し、その目標

設定に向け具体策を含めた年度計画、中期経営計画を策定し、それに基づ
き実行する。

(5）当社及びその子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた
めの体制
子会社における業務の適正を確保するために、グループ行動基準を定め、

当社への報告体制を含むコンプライアンス体制を構築している。当社は、
子会社等の関係会社管理として、関係会社管理規程を作成し、子会社の状
況に応じて必要な管理を行う。さらに、連結財務報告に係る内部統制評価
の観点からも、グループ会社の業務プロセスの整備を行う。

(6）監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人に関する事項
監査等委員会がその職務を補助すべき取締役または使用人を置くことを

求めた場合には、当社の取締役または使用人を任命する。

(7）監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人の他の取締役からの
独立性及び指示の実効性に関する事項
監査等委員会の職務を補助すべき取締役及び使用人は、監査等委員会の

指示に従い職務を遂行するものとする。また、監査等委員会の職務を補助
すべき使用人の評価については、監査等委員会の意見を参考にするものと
し、人事異動には監査等委員会の同意を要するものとする。

(8）当社の取締役及び使用人並びに子会社の取締役、監査役及び使用人等が
監査等委員会に報告をするための体制、その他の監査等委員会への報告
に関する体制
当社及び子会社の取締役は、会社に著しい損害を及ぼす事実が発生し、

または、そのおそれのあるとき、直ちにこれを監査等委員会に報告する。
また前記にかかわらず、監査等委員会はいつでも必要に応じて、当社並び
に子会社の取締役及び使用人に対して報告を求めることができることとす
る。
また、監査等委員は、取締役会の他、重要な意思決定の過程及び業務の

執行状況を把握するため、経営会議や各種委員会に出席し、必要に応じて、
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取締役及び使用人に対して報告を求めることができることとする。

(9）監査等委員会への報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利
な取扱いを受けないことを確保するための体制
当社グループは、監査等委員会への報告をした者に対して、当該報告を

行ったことを理由として不利な取扱いをすることを禁止する。

(10)監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払または償還の手続そ
の他の当該職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針
に関する事項
当社は、監査等委員の職務執行について生じる費用のために、監査等委

員会の意見を聞いて予算を定めることとし、監査等委員会から職務の執行
についての費用の支払い請求を受けたときには、職務の執行に必要でない
ことを証明した場合を除いて、直ちにこれを支払う。

(11)その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体
制
監査等委員会は、会計監査人、内部監査部門、グループの監査役等と情

報交換に努め、連携して当社及び当社グループの監査の実効性を確保する
ものとする。また、監査等委員会は職務の遂行に必要と判断したときは、
前項に定めのない事項においても当社及び子会社の取締役会及び使用人並
びに会計監査人等に対して報告を求めることができることとしている。
また、業務執行取締役は監査等委員と定期的に会合を持ち、会社が対処

すべき課題、監査等委員監査の環境整備状況、監査上の重要課題等につい
て意見交換を行う。内部監査部門は、効率的な監査等委員監査に資するよ
う監査等委員会との相互連携の充実、強化に努める。

　　なお、上記には当事業年度末日現在における方針及びその運用状況を記載し
ております。
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６．剰余金の配当等の決定に関する方針

　当社は、期末配当及び中間配当のほかに基準日を定めて剰余金の配当をす
ることができる旨定款に定めております。
　また、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項について、法
令に別段の定めがある場合を除き、株主総会の決議によらず、取締役会の決
議により定める旨定款に定めております。これは、剰余金の配当等を取締役
会の権限とすることにより、株主様への機動的な利益還元を行うことを目的
とするものであります。
　当社は、2011年３月期に初配当を実施して以来、増配を継続しております。
当連結会計年度につきましては、昨年の20円から８円増配し、１株当たり28
円（普通配当26円、創立20周年記念配当２円）の配当をすることを2021年５
月25日開催の取締役会で決議しております。これにより10期連続の増配とな
りました。
　さらに、当社は、剰余金の配当のほか、毎年９月30日現在の当社株主名簿
に記載または記録された株主様のうち、６ヶ月以上当社株式を保有されてお
り、かつ、300株以上の当社株式を保有する株主様を対象に、2013年より株主
優待制度を継続しております。2021年４月１日付株式分割に伴い、2021年９
月30日現在の株主様を対象とする株主優待より、制度の拡充を決定いたしま
した。また、創立20周年を記念し、2021年９月30日時点の株主様のうち、当
社株式を６ヶ月以上継続して保有するとともに300株以上の当社株式を保有
する株主様を対象とし、記念株主優待を実施いたします。
　当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つとして位置付け、
2021年４月にスタートした長期ビジョン「RismonＧ-30」及び「第７次中期経
営計画（2021～2023年度）」に沿い、積極的な投資を推進しながらも配当性
向30％を目標とし、継続的かつ安定的な配当の実施を目指してまいります。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2021年３月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

貯 蔵 品

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

3,083,079

2,544,953

463,561

16,668

58,634

△739

3,575,328

1,101,442

433,634

95,985

568,352

3,469

849,277

738,381

110,895

1,624,607

1,545,086

12,772

66,888

△140

流 動 負 債 819,955

未 払 金 398,166

1 年 内 返 済 予 定 の
長 期 借 入 金

60,160

リ ー ス 債 務 831

未 払 法 人 税 等 197,236

賞 与 引 当 金 716

そ の 他 162,843

固 定 負 債 438,285

長 期 借 入 金 155,480

リ ー ス 債 務 3,024

繰 延 税 金 負 債 259,655

退職給付に係る負債 2,940

そ の 他 17,185

負 債 合 計 1,258,240

純 資 産 の 部

株 主 資 本 4,531,414

資 本 金 1,155,993

資 本 剰 余 金 785,621

利 益 剰 余 金 2,653,063

自 己 株 式 △63,264

その他の包括利益累計額 768,329

その他有価証券評価差額金 753,795

為替換算調整勘定 14,533

非 支 配 株 主 持 分 100,423

純 資 産 合 計 5,400,167

資 産 合 計 6,658,407 負 債 純 資 産 合 計 6,658,407

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

( 2020年４月１日から )2021年３月31日まで
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 3,551,134

売 上 原 価 1,540,599

売 上 総 利 益 2,010,534

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,355,667

営 業 利 益 654,867

営 業 外 収 益

受 取 利 息 882

受 取 配 当 金 10,492

投 資 事 業 組 合 運 用 益 9,332

助 成 金 収 入 3,531

そ の 他 1,067 25,305

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2,701

コ ミ ッ ト メ ン ト フ ィ ー 2,298

為 替 差 損 2,459 7,459

経 常 利 益 672,713

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 16,298

投 資 有 価 証 券 評 価 損 11,360 27,658

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 645,055

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 253,654

法 人 税 等 調 整 額 △49,104 204,549

当 期 純 利 益 440,505

非支配株主に帰属する当期純利益 12,755

親会社株主に帰属する当期純利益 427,750

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

( 2020年４月１日から )2021年３月31日まで
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 1,155,993 780,280 2,299,444 △93,587 4,142,130

当連結会計年度変動額

剰 余 金 の 配 当 △74,131 △74,131

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

427,750 427,750

自 己 株 式 の 取 得 △174 △174

自 己 株 式 の 処 分 5,341 30,498 35,839

株主資本以外の項目の当連
結会計年度変動額(純額)

当連結会計年度変動額合計 － 5,341 353,619 30,323 389,283

当連結会計年度末残高 1,155,993 785,621 2,653,063 △63,264 4,531,414

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配 株 主
持 分

純 資 産 合 計その他有価証券
評 価 差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

その他の包括利
益 累 計 額 合 計

当連結会計年度期首残高 393,744 10,493 404,237 85,997 4,632,365

当連結会計年度変動額

剰 余 金 の 配 当 △74,131

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益

427,750

自 己 株 式 の 取 得 △174

自 己 株 式 の 処 分 35,839

株主資本以外の項目の当連
結会計年度変動額(純額)

360,051 4,040 364,092 14,425 378,518

当連結会計年度変動額合計 360,051 4,040 364,092 14,425 767,801

当連結会計年度末残高 753,795 14,533 768,329 100,423 5,400,167

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸　借　対　照　表
（2021年３月31日現在）

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

貯 蔵 品

前 払 費 用

そ の 他

貸 倒 引 当 金

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物

器 具 備 品

土 地

リ ー ス 資 産

無 形 固 定 資 産

商 標 権

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

関係会社長期貸付金

長 期 前 払 費 用

敷 金

そ の 他

貸 倒 引 当 金

1,546,759

1,111,883

351,048

14,259

46,841

23,173

△448

3,616,457

1,096,566

433,634

91,109

568,352

3,469

725,387

1,595

657,717

66,074

1,794,503

1,391,891

304,786

40,000

25,616

23,656

8,600

△48

流 動 負 債 603,656

未 払 金 340,079

1 年 内 返 済 予 定 の
長 期 借 入 金

60,160

リ ー ス 債 務 831

未 払 法 人 税 等 130,838

前 受 金 21,835

預 り 金 7,281

そ の 他 42,628

固 定 負 債 435,344

長 期 借 入 金 155,480

リ ー ス 債 務 3,024

修 繕 引 当 金 12,610

そ の 他 の 引 当 金 1,881

繰 延 税 金 負 債 259,655

そ の 他 2,692

負 債 合 計 1,039,000

純 資 産 の 部

株 主 資 本 3,371,070

資 本 金 1,155,993

資 本 剰 余 金 787,536

資 本 準 備 金 718,844

その他資本剰余金 68,692

利 益 剰 余 金 1,490,804

その他利益剰余金 1,490,804

繰越利益剰余金 1,490,804

自 己 株 式 △63,264

評価・換算差額等 753,145

その他有価証券評価差額金 753,145

純 資 産 合 計 4,124,215

資 産 合 計 5,163,216 負 債 純 資 産 合 計 5,163,216

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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損　益　計　算　書

( 2020年４月１日から )2021年３月31日まで
（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 2,530,997

売 上 原 価 1,072,355

売 上 総 利 益 1,458,641

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,123,522

営 業 利 益 335,119

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,287

受 取 配 当 金 10,466

受 取 家 賃 20,496

投 資 事 業 組 合 運 用 益 17,572

そ の 他 3,916 53,739

営 業 外 費 用

支 払 利 息 2,701

コ ミ ッ ト メ ン ト フ ィ ー 2,298 5,000

経 常 利 益 383,858

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 16,000

投 資 有 価 証 券 評 価 損 11,360 27,360

税 引 前 当 期 純 利 益 356,497

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 168,137

法 人 税 等 調 整 額 △45,082 123,054

当 期 純 利 益 233,443

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

( 2020年４月１日から )2021年３月31日まで
（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計

資本準備金
そ　の　他
資本剰余金

資本剰余金
合　　　計

その他利益
剰 余 金

利益剰余金
合 計

繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 1,155,993 718,844 63,351 782,195 1,331,493 1,331,493 △93,587 3,176,094

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △74,131 △74,131 △74,131

当 期 純 利 益 233,443 233,443 233,443

自己株式の取得 △174 △174

自己株式の処分 5,341 5,341 30,498 35,839

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 ( 純 額 )

当 期 変 動 額 合 計 － － 5,341 5,341 159,311 159,311 30,323 194,976

当 期 末 残 高 1,155,993 718,844 68,692 787,536 1,490,804 1,490,804 △63,264 3,371,070

評 価 ・ 換 算 差 額 等

純 資 産 合 計そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 400,915 400,915 3,577,009

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △74,131

当 期 純 利 益 233,443

自己株式の取得 △174

自己株式の処分 35,839

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額 (純 額 )

352,229 352,229 352,229

当 期 変 動 額 合 計 352,229 352,229 547,206

当 期 末 残 高 753,145 753,145 4,124,215

（注）金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2021年５月14日

リスクモンスター株式会社

取締役会　御中

八重洲監査法人
　東京都千代田区

代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 齋 藤 　 勉 

業 務 執 行 社 員  公認会計士 滝 澤 直 樹 

業 務 執 行 社 員  公認会計士 山 田 英 二 

監査意見

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、リスクモンスター株式会社の2020年４月１日

から2021年３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算

書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠して、リスクモンスター株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期

間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監

査の基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立して

おり、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎と

なる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書

類を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算

書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づい

て継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬によ

る重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連

結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があ

り、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場

合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見

表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監

査人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連す

る内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見

積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手し

た監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な

不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる

場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に

関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明す

ることが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

に準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、

並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適

切な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任

がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した

内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽

減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書

2021年５月14日

リスクモンスター株式会社

取締役会　御中

八重洲監査法人
　東京都千代田区

代 表 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 齋 藤 　 勉 

業 務 執 行 社 員  公認会計士 滝 澤 直 樹 

業 務 執 行 社 員  公認会計士 山 田 英 二 

監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、リスクモンスター株式会社の2020年４
月１日から2021年３月31日までの第21期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監
査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監
査の基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されてい
る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監
査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適
切な監査証拠を入手したと判断している。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等
を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれ
る。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継
続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。監査等委員会の
責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による
重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算
書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、
個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、
重要性があると判断される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、
職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対

応した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見
表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
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・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する
内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見
積りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不
確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場
合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関す
る計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが
求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の
事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並び
に計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項
について報告を行う。
　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽
減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。

以　上

－ 48 －

計算書類に係る会計監査報告



2021/05/28 14:42:42 / 20702487_リスクモンスター株式会社_招集通知

監査等委員会の監査報告

監　査　報　告　書

　当監査等委員会は、2020年４月１日から2021年３月31日までの第21期事業

年度における取締役の職務の執行について監査いたしました。その方法及び

結果につき以下のとおり報告いたします。

１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項

に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制

（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用

の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表

明するとともに、下記の方法で監査を実施しました。

①　監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、当期の監査

方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連携の上、重要な会

議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報

告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社

及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。

また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等との意思疎通

及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けまし

た。

②　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施している

かを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況に

ついて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人

から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社

計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」

（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知

を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細

書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別

注記表）、及び、その附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、

連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検

討いたしました。
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２．監査の結果

　(1) 事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況

を正しく示しているものと認めます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違

反する重大な事実は認められません。

③　内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認

めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及

び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められませ

ん。

　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人　八重洲監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認
めます。

　(3) 連結計算書類の監査結果

　会計監査人　八重洲監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認
めます。

2021年５月25日

リスクモンスター株式会社　監査等委員会

監 査 等 委 員 太 田 敏 晶 

監 査 等 委 員 鈴 木 龍 介 

監 査 等 委 員 奥　村　正太郎 

 (注) 監査等委員太田敏晶、鈴木龍介、及び、奥村正太郎は、会社法第２条第15号及び第331

条第６項に規定する社外取締役であります。

以　上
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株主総会参考書類

第１号議案　定款一部変更の件①（発行可能株式総数の変更）
（１）提案の理由
　　当社は、運転資金としての借入を必要としない安定的な財務基盤を保持し

　　ておりますが、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化、または想定以上
　　に深刻化した場合等の不測の事態に対する機動的な資金調達を可能にするた
　　めに現行定款第６条に定める発行可能株式総数を15,231,600株から　　　　
　　30,187,688株に変更するものであります。
　　　なお、当社は2021年４月１日付をもって当社普通株式１株を２株に分割し
　　ておりますが、その際、発行可能株式総数の変更は実施しておりません。
（２）変更の効力発生日
　　　2021年６月24日といたします。
（３）変更の内容
　　　変更の内容は別表（52頁）のとおりであります。

第２号議案　定款一部変更の件②（場所の定めのない株主総会）
（１）提案の理由
　　　会社法上、株主総会を招集するときは、場所を定めなければならないとさ
　　れていますが、「新たな日常」に向けた事業環境の整備を目的とする産業競
　　争力強化法の改正により、上場会社が経済産業大臣及び法務大臣による確認
　　を受けた場合は、場所の定めのない株主総会とすることが可能となることか
　　ら、同法が施行されること、ならびに、両大臣の確認を当社が得ることを条
　　件として、場所の定めのない株主総会とすることができる旨の条文を第12条
　　第２項に新たに設けるものであります。
　　　なお、「産業競争力強化法等の一部を改正する等の法律案」に関する国会
　　での審議状況等を踏まえ、本議案の付議に支障が見込まれると判断する場合、
　　本議案は撤回するものとします。
（２）変更の効力発生日
　　　産業競争力強化法第66条第1項に基づく経済産業大臣及び法務大臣の確認
　　を得た日を効力発生日といたします。
（３）変更の内容
　　　変更の内容は別表（52頁）のとおりであります。

－ 51 －
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【別表】

（下線が変更箇所）

現行定款 変更案

（発行可能株式総数）
第6条　当会社の発行可能株式総数は、
15,231,600株とする。

（招集の時期）
第12条　当会社の定時株主総会は、毎事
業年度の終了後3ヶ月以内に招集し、臨
時株主総会は、その必要がある場合に随
時これを招集する。

（新設）

（発行可能株式総数）
第6条　当会社の発行可能株式総数は、
30,187,688株とする。

（招集）
第12条　（現行どおり）

②　当会社の株主総会は、場所の定めの
ない株主総会とすることができる。

－ 52 －
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第３号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件
取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）全員

（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役３名の選
任をお願いするものであります。なお、本議案については、監査等委員会におい
て検討がなされ、各候補者は当社の取締役として適任であるとの意見表明を受け
ております。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位及び担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所 有 す る
当社の株式数

１

【 再 任 】
ふじ

藤
もと

本
た

太
いち

一
(1971年５月８日生)

1995年４月　日商岩井株式会社(現 双日株式
会社)入社

2000年９月　当社設立、取締役
2004年２月　当社常務取締役
2004年６月　当社専務取締役
2007年３月　リスモン・マッスル・データ株

式会社代表取締役社長(現任)
2009年４月　リスモン・ビジネス・ポータル

株式会社代表取締役社長(現任)
2010年４月　当社取締役副社長 経営全般担

当 兼 カスタマーセンターセン
ター長 兼 関連事業統括部部
長 兼 業務部部長 兼 管理ソリ
ューション部部長

2011年１月　日本アウトソース株式会社代表
取締役社長(現任)

2011年４月　当社代表取締役ＣＯＯ 兼 ＣＦ
Ｏ

2011年６月　サイバックス株式会社代表取締
役会長(現任)

2012年４月　当社代表取締役社長 兼 ＣＯＯ
2012年９月　利墨(上海)商務信息咨詢有限公

司董事長(現任)
2013年４月　当社代表取締役社長(現任)
2017年８月　海南紐康信息系統有限公司董事

（現任）

（重要な兼職の状況）
リスモン・マッスル・データ株式会社代表
取締役社長
リスモン・ビジネス・ポータル株式会社代
表取締役社長
日本アウトソース株式会社代表取締役社長
サイバックス株式会社代表取締役会長
利墨(上海)商務信息咨詢有限公司董事長
海南紐康信息系統有限公司董事

293,300株

【取締役候補者とした理由】
　　藤本太一氏は創業者の一人であり、当社のビジネスモデル及び格付ロジックの考
案者であります。また、当社及びグループ各社の代表取締役としてグループ全般を
統括して企業価値の向上に取り組んでおります。そして、当社の代表取締役に就任
した2011年に初配当を実施して以降、これまで増配を継続しております。これらの
ことから、持続的な企業価値向上の実現のために適切な人材と判断し、引き続きそ
の候補者といたしました。

－ 53 －
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候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位及び担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所 有 す る
当社の株式数

２

【 再 任 】
ほり

堀
 

　
りゅう

龍
じ

兒
(1943年９月３日生)

1966年４月　岩井産業株式会社(現 双日株式
会社)入社

1996年６月　日商岩井株式会社(現 双日株式
会社)取締役

2000年６月　同社常務取締役
2002年６月　同社専務執行役員
2003年４月　早稲田大学法学部教授
2004年４月　早稲田大学大学院法務研究科教

授
2011年６月　当社社外取締役(現任)
2012年６月　株式会社Ｔ＆Ｄホールディング

ス社外取締役
2014年４月　ＴＭＩ総合法律事務所顧問（現

任）
2014年４月　早稲田大学名誉教授（現任）
2014年６月　阪和興業株式会社社外取締役

（現任）
2018年６月　株式会社ロッテ社外監査役（現

任）
2019年12月　ＴＭＩベンチャーズ株式会社
　　　　　　代表取締役（現任）

（重要な兼職の状況）
早稲田大学名誉教授
ＴＭＩ総合法律事務所顧問
ＴＭＩベンチャーズ株式会社代表取締役
阪和興業株式会社社外取締役
株式会社ロッテ社外監査役

7,800株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　　堀龍兒氏は、日商岩井株式会社(現 双日株式会社)で長年の業務経験を積み、同社
の取締役及び常務取締役、専務執行役員として企業経営に関与した経験を有し、ま
た、法律の専門家として大学教授の経験も有することから、取締役会の多様性を確
保するとともに、これらの経験と幅広い見識をもって、社外取締役としての職務を
適切に遂行していただけるものと判断し、引き続きその候補者といたしました。選
任後は、社外取締役としての独立した立場で、企業経営に関する豊富な経験及び大
学教授としての知見に基づき、当社業務執行取締役の適正な職務執行を監督してい
ただくことを期待しております。

－ 54 －
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候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位及び担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所 有 す る
当社の株式数

３

【 新 任 】
すず

鈴
き

木
りゅう

龍
すけ

介
(1966年９月17日生)

1993年１月　司法書士登録
2000年４月　行政書士登録
2006年12月　司法書士法人鈴木事務所設立、

代表社員（現任）
2008年６月　当社社外監査役
2011年６月　株式会社エー･ディー･ワークス

社外監査役
2015年６月　当社監査等委員である社外取締

役（現任）

（重要な兼職の状況）
司法書士、行政書士
（司法書士法人鈴木事務所　代表社員）

10,200株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　　鈴木龍介氏は、過去に社外役員となること以外の方法で会社経営に関与された経
験はありませんが、司法書士法人の代表社員として企業法務全般における幅広い知
識と豊富な経験を有していることから、それらを当社の経営に反映していただける
ものと判断し、その候補者といたしました。選任後は、社外取締役としての独立し
た立場で、その有する知見等に基づき、当社業務執行取締役の適正な職務執行を監
督していただくことを期待しております。

（注）１．鈴木龍介氏は、当社が主に登記関連業務を委託している司法書士法人鈴木事務所の代

　　　　　表社員であり、過去15年間に当社より委任報酬を受けており、今後も受ける予定があ

　　　　　ります。

２．その他の各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

３．堀龍兒氏及び鈴木龍介氏は、社外取締役候補者であります。

４．堀龍兒氏及び鈴木龍介氏は社外取締役として、当社が定める社外役員の独立性に関す

る基準の要件を充たし、かつ、東京証券取引所が定める独立性の要件を充たしていま

すので、当社は、上記２名を東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反

が生じるおそれのない独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。なお、

当社の定める社外役員の独立性に関する基準の要件の内容については、インターネッ

ト上の当社ウェブサイト（https://ssl4.eir-

parts.net/doc/3768/ir_material3/123607/00.pdf）に掲載しております。

５．堀龍兒氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間は、

本総会終結の時をもって10年となります。

６．鈴木龍介氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取締役としての在任期間

は本総会終結の時をもって６年であります。

７．鈴木龍介氏は、過去に当社の社外監査役でありました。

－ 55 －
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８．当社は、堀龍兒氏及び鈴木龍介氏との間で会社法第427条第１項の責任限定契約を締結

しております。

本総会において、上記２名が原案どおり選任された場合、当該責任限定契約を継続す

る予定であり、その概要は次のとおりであります。

・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、金100万

円又は会社法第425条第１項に規定する 低責任限度額のいずれか高い額を限度と

して、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役がその責任の原因となった職務

の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限るものとする。

９．当社は、各候補者との間で会社法第430条の２第１項の補償契約の締結を予定してお

り、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令の定める範囲内において当社が補

償することといたします。

10．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保

険契約を締結しており、当社取締役を含む被保険者が負担することとなる第三者訴訟、

株主代表訴訟、不当雇用慣行訴訟及び証券訴訟において発生する損害賠償金及び争訟

費用を当該保険契約によって塡補することとしております。もっとも、犯罪行為、法

令違反の事実を認識しながら行為を行った場合等については免責される内容となって

おり、免責額が定められております。各候補者が取締役に選任され就任した場合は、

当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同

内容での更新を予定しております。

－ 56 －
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第４号議案　監査等委員である取締役３名選任の件
監査等委員である取締役全員（３名）は、本総会終結の時をもって任期満了と

なりますので、監査等委員である取締役３名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案につきましては、監査等委員会の同意を得ております。
　監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位及び担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所 有 す る
当社の株式数

１

【 再 任 】
おお

太
た

田
とし

敏
あき

晶
(1958年５月18日生)

1981年４月　オリックス株式会社入社
1999年３月　同社渋谷支店長
2003年３月　同社京都支店長
2005年４月　同社京滋ブロック長
2006年３月　同社人事グループ長
2007年４月　同社総務グループ長（兼務）
2007年７月　同社人事・総務本部副本部長
2010年７月　同社国内営業統括本部近畿営業

担当　理事
大阪プロジェクト営業部長
兼 近畿統括部長

2011年３月　オリックス・レンテック株式会
社　取締役社長
兼 オリックス株式会社　情報
通信事業本部長

2012年10月　オリックス保険コンサルティン
グ株式会社代表取締役社長

2017年３月　当社顧問
2017年６月　当社常勤監査等委員である社外

取締役（現任）

0株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　　太田敏晶氏は、オリックス株式会社において長年の豊富な業務経験を積み、また、
オリックス・レンテック株式会社及びオリックス保険コンサルティング株式会社に
おいて企業経営に関与した経験を有していることから、社外取締役としての職務を
適切に遂行していただけるものと判断し、引き続きその候補者といたしました。選
任後は、社外取締役としての独立した立場で、企業経営に関する経験に基づき、当
社業務執行取締役の適正な職務執行を監督していただくことを期待しております。

－ 57 －
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候補者
番 号

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位及び担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所 有 す る
当社の株式数

２

【 再 任 】
おく

奥
 

　
むら

村
 

　
しょう

正
た

太
ろう

郎
(1955年３月２日生)

1980年８月　株式会社奥村組入社
1989年６月　同社取締役
1993年６月　同社常務取締役
1994年６月　同社代表取締役副社長
1995年６月　同社代表取締役社長
2001年12月　同社取締役相談役
2004年６月　同社相談役
2006年６月　ヤンマー株式会社社外監査役
2013年４月　当社顧問
2013年６月　当社社外監査役
2015年６月　当社監査等委員である社外取締

役（現任）
2018年６月　ヤンマーホールディングス株式

会社社外監査役（現任）

（重要な兼職の状況）
ヤンマーホールディングス株式会社社外監
査役

6,600株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　　奥村正太郎氏は、株式会社奥村組において長年の豊富な業務経験を積み、同社の
取締役及び常務取締役、代表取締役社長等として企業経営に関与した経験を有して
おり、また、他社において社外監査役の経験を有していることから、社外取締役と
しての職務を適切に遂行していただけるものと判断し、引き続きその候補者といた
しました。選任後は、社外取締役としての独立した立場で、豊富な経験及び他社に
おける社外監査役としての経験に基づき、当社業務執行取締役の適正な職務執行を
監督していただくことを期待しております。

３

【 新 任 】
た

田
なべ

邉
あい

愛
（現姓：森中）

(1986年１月21日生)

2011年12月　弁護士登録
2012年１月　堂島法律事務所入所
2017年１月　関東財務局証券検査官
2018年１月　証券取引等監視委員会事務局
　　　　　　検査官（半年間併任）
2019年１月　弁護士法人堂島法律事務所
　　　　　　入所（現任）
2021年４月　当社顧問（現任）

（重要な兼職の状況）
弁護士法人堂島法律事務所　弁護士

0株

【社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】
　　田邉愛氏は、過去に会社経営に関与した経験はありませんが、弁護士として企業
法務をはじめとする法律相談等多数の案件対応の経験を有し、関東財務局証券検査
官及び内閣府事務官（証券取引等監視委員会証券検査官）としての行政機関の実務
を経験しており、これらの知見・経験を活かしていただくとともに当社取締役会の
多様性を推進し、社外取締役としての職務を適切に遂行していただけるものと判断
し、その候補者といたしました。選任後は、社外取締役としての独立した立場で、
法律家及び行政機関における実務経験に基づき、女性の活躍という観点から、当社
業務執行取締役の適正な職務執行を監督していただくことを期待しております。

－ 58 －
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　(注)１．田邉愛氏は新任の監査等委員である取締役候補者であります。

２．田邉愛氏は、婚姻により森中姓となりましたが、旧姓の田邉愛を職務上の氏名として

おります。

３．各監査等委員である取締役候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

４．各監査等委員である取締役候補者は、社外取締役候補者であります。

５．各監査等委員である取締役候補者は社外取締役として、当社が定める社外役員の独立

性に関する基準の要件を充たし、かつ、東京証券取引所が定める独立性の要件を充た

しています。当社は、太田敏晶氏及び奥村正太郎氏を東京証券取引所が指定を義務付

ける一般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員として指定し、同取引所に届

け出ております。また、田邉愛氏を東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利

益相反が生じるおそれのない独立役員として指定し、同取引所に届け出る予定であり

ます。なお、当社の定める社外役員の独立性に関する基準の要件の内容については、

インターネット上の当社ウェブサイト（https://ssl4.eir-

parts.net/doc/3768/ir_material3/104352/00.pdf）に掲載しております。

６．太田敏晶氏、奥村正太郎氏は、現在、当社の監査等委員である社外取締役であります

が、監査等委員である社外取締役としての在任期間は、太田敏晶氏が本総会終結の時

をもって４年、奥村正太郎氏が本総会終結の時をもって６年であります。

７．奥村正太郎氏は過去に当社の社外監査役でありました。

８．当社は、太田敏晶氏及び奥村正太郎氏との間で会社法第427条第１項の責任限定契約を

締結しております。本総会において、原案どおり上記２名が選任された場合、各監査

等委員である取締役候補者は当該責任限定契約を継続する予定であります。また田邉

愛氏が原案どおり選任された場合、同様の責任限定契約を締結する予定であります。

当該責任限定契約の概要は次のとおりであります。

・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、金100万

円又は会社法第425条第１項に規定する 低責任限度額のいずれか高い額を限度と

して、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役がその責任の原因となった職務

の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限るものとする。

９．当社は、各監査等委員である取締役の候補者との間で会社法第430条の２第１項の補償

契約の締結を予定しており、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令の定める

範囲内において当社が補償することといたします。

10．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保

険契約を締結しており、当社取締役を含む被保険者が負担することとなる第三者訴訟、

株主代表訴訟、不当雇用慣行訴訟及び証券訴訟において発生する損害賠償金及び争訟

費用を当該保険契約によって塡補することとしております。もっとも、犯罪行為、法

令違反の事実を認識しながら行為を行った場合等については免責される内容となって

おり、免責額が定められております。各監査等委員である取締役の候補者が取締役に

選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約

は次回更新時においても同内容での更新を予定しております。

－ 59 －

監査等委員である取締役３名選任の件
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第５号議案　補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
2020年６月25日開催の定時株主総会において補欠の監査等委員である取締役に

選任された澁谷修一氏の選任の効力は本総会の開始の時までとされておりますの
で、あらためて法令に定める監査等委員である取締役の員数を欠くことになる場
合に備え、全ての監査等委員である取締役の補欠として、補欠の監査等委員であ
る取締役１名の選任をお願いするものであります。なお、本議案につきましては、
監査等委員会の同意を得ております。
補欠の監査等委員である取締役候補者は、次のとおりであります。

ふ

氏
り

　
が

　
な

名
( 生 年 月 日 )

略歴、当社における地位及び担当
( 重 要 な 兼 職 の 状 況 )

所 有 す る
当 社 の 株 式 数

しぶ

澁
や

谷
しゅう

修
いち

一
(1948年４月20日生)

1972年４月　株式会社富士銀行（現　株式会社

みずほ銀行）入社

1990年11月　日本抵当証券株式会社社長室長 

兼 経営全般担当

1993年11月　株式会社富士銀行（現　株式会社

みずほ銀行）根津支店長

1997年５月　同行船場支店長

2000年６月　株式会社フジシール取締役営業本

部長

2003年６月　同社常務取締役営業本部長

2005年６月　同社専務取締役営業本部長

2007年２月　株式会社フジパートナーズ代表取

締役社長

2011年４月　当社顧問

2011年６月　当社社外監査役

2013年６月　当社常勤社外監査役

2015年６月　当社監査等委員である社外取締役

（2017年６月退任）

2020年11月　加藤株式会社　非常勤監査役

　　　　　　（現任）

（重要な兼職の状況）
加藤株式会社　非常勤監査役

6,200株

【補欠の監査等委員である社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要】

　　澁谷修一氏は、2015年６月まで当社の常勤社外監査役及び2017年６月まで当社の常勤監査

等委員である社外取締役を務め、当社及び監査等委員における実務を十分に把握しているこ

とから、監査等委員である社外取締役としての職務を適切に遂行していただけるものと判断

し、その候補者といたしました。就任後は、社外取締役としての独立した立場で、これまで

の企業経営に関与した経験及び知見に基づき、当社業務執行取締役の適正な職務執行を監督

していただくことを期待しております。

（注）１．澁谷修一氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。

２．澁谷修一氏は、補欠の監査等委員である社外取締役候補者であります。

－ 60 －

補欠の監査等委員である取締役１名選任の件
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３．澁谷修一氏は、当社が定める社外役員の独立性に関する基準の要件を充たし、かつ、

東京証券取引所が定める独立性の要件を充たしていますので、同氏が実際に就任した

場合には、当社は、同氏を東京証券取引所が指定を義務付ける一般株主と利益相反が

生じるおそれのない独立役員として指定し、独立役員として届け出る予定であります。

なお、当社の定める社外役員の独立性に関する基準の要件の内容については、インタ

ーネット上の当社ウェブサイト(https://ssl4.eir-

parts.net/doc/3768/ir_material3/123607/00.pdf）に掲載しております。

４．澁谷修一氏は過去に当社の社外監査役及び常勤監査等委員である社外取締役でありま

した。

５．澁谷修一氏が社外取締役に就任した場合には、当社と同氏との間で会社法第427条第１

項の責任限定契約を締結する予定です。その概要は次のとおりであります。

・社外取締役が任務を怠ったことによって当社に損害賠償責任を負う場合は、金100万

円又は会社法第425条第１項に規定する 低責任限度額のいずれか高い額を限度と

して、その責任を負う。

・上記の責任限定が認められるのは、当該社外取締役がその責任の原因となった職務

の遂行について善意かつ重大な過失がないときに限るものとする。

６．当社は、澁谷修一氏が社外取締役に就任した場合には、会社法第430条の２第１項の補

償契約の締結を予定しており、同項第１号の費用及び同項第２号の損失を法令の定め

る範囲内において当社が補償することといたします。

７．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項の規定に基づく役員等賠償責任保

険契約を締結しており、当社取締役を含む被保険者が負担することとなる第三者訴訟、

株主代表訴訟、不当雇用慣行訴訟及び証券訴訟において発生する損害賠償金及び争訟

費用を当該保険契約によって塡補することとしております。もっとも、犯罪行為、法

令違反の事実を認識しながら行為を行った場合等については免責される内容となって

おり、免責額が定められております。澁谷修一氏が取締役に就任した場合は、当該保

険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時においても同内容で

の更新を予定しております。

－ 61 －
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第６号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額改定の件

当社の取締役(監査等委員である取締役を除く。）の報酬額は、

2015年6月25日開催の第15回定時株主総会において、年額164百万円

以内と決議いただき今日に至っておりますが、その後の経済情勢の

変化及び優秀な経営人材獲得の必要性など諸般の事情を考慮いたし

まして、取締役(監査等委員である取締役を除く。）の報酬額を年額

200百万円以内と改めさせていただきたいと存じます。また、取締役

の報酬額には、従来どおり使用人兼務取締役の使用人分給与は含ま

ないものといたします。

本議案は、当社の事業規模、役員報酬体系やその支給水準、現在

の役員の員数及び今後の動向等を総合的に勘案しつつ、監査等委員

会の審議及び相当である旨の意見を得た上で取締役会で決定してお

り、相当であるものと判断しております。

なお、当社の定款規定の取締役の員数は８名以内、うち監査等委

員である取締役の員数は４名以内であり、第３号議案が原案どおり

承認可決されますと、取締役（監査等委員である取締役を除く。）

は３名（うち社外取締役２名）となります。

＜役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針＞

当社の取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針は事業報

告27頁から29頁記載のとおりであり、本議案のご承認による当該方

針の変更はございません。

－ 62 －

取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬額設定の件
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第７号議案　監査等委員である取締役の報酬額改定の件

当社の監査等委員である取締役の報酬額は、2015年6月25日開催の

第15回定時株主総会において、年額36百万円以内と決議いただき今

日に至っておりますが、健全な経営を維持し当社の成長を支えるた

めに監査等委員である取締役の職務の重要性がより高まっているこ

と、今後の状況変化による適正な監督体制を維持、構築するための

優秀な人材獲得の必要性などを考慮いたしまして、監査等委員であ

る取締役の報酬額を年額40百万円以内と改めさせていただきたいと

存じます。本議案は、当社の事業規模、役員報酬体系やその支給水

準、現在の役員の員数及び今後の動向等を総合的に勘案しつつ、監

査等委員会の審議及び相当である旨の意見を得た上で取締役会で決

定しており、相当であるものと判断しております。

なお、当社の定款規定の取締役の員数は８名以内、うち監査等委

員である取締役の員数は４名以内であり、第４号議案が原案どおり

承認可決された場合、監査等委員である取締役は３名（うち社外取

締役３名）となります。

＜役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針＞

当社の取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針は事業報

告27頁から29頁記載のとおりであり、本議案のご承認による当該方

針の変更はございません。

－ 63 －
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第８号議案　取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対す

　　　　　る譲渡制限付株式報酬制度の改定の件

当社の譲渡制限付株式報酬制度につきましては、2017年６月27日

開催の第17回定時株主総会において、当社の取締役（社外取締役及

び監査等委員である取締役を除く。以下「対象取締役」という。）

の譲渡制限付株式報酬制度（以下「本制度」という。）に係る報酬

について、年額36百万円以内とすること等についてご承認いただい

ております。

今般、次の理由から本制度の改定を実施したく存じます。

①業務執行取締役に対する譲渡制限付株式報酬の割合を拡大し、

企業価値向上のインセンティブを高めること、②優秀な経営人材の

獲得による将来の取締役の増員に対応すること、③本制度を活用す

ることで株主の皆様とのより一層の利益共有を進めること。

改定内容は次のとおりとなります。

a.本制度に係る報酬額を年額36百万円以内から年額50百万円以内

に改定すること、b.本制度により発行又は処分された当社の普通株

式の譲渡制限期間を２年間から５年間までの間から２年間から10年

間までの間とすること、c.本制度により発行又は処分される当社の

普通株式の総数を年40,000株以内から年250,000株以内とすること。

上記aからcの事項を除き、ご承認いただいている内容に変更はご

ざいません。

本議案については、監査等委員会において検討がなされ、当社の

持続的な成長と中長期的な企業価値向上の観点から適切であるとの

意見表明を受けております。

なお、当社の定款規定の取締役の員数は８名以内、うち監査等委

員である取締役の員数は４名以内であり、第３号議案及び第４号議

案が原案どおり承認可決されますと、取締役（監査等委員である取

締役を除く。）は３名（うち社外取締役２名）、監査等委員である

取締役は３名（うち社外取締役３名）となり、本制度の対象取締役

の員数は、１名となります。

－ 64 －

取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬決定
の件
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＜本制度の概要について＞

現行及び変更後の本制度の概要は次のとおりです。本制度による

当社の普通株式の発行又は処分に当たっては、当社と対象取締役と

の間で概ね以下の内容を含む譲渡制限付株式割当契約（以下、「本

割当契約」という。）を締結するものとし、各取締役への具体的な

支給時期及び配分については取締役会において決定することについ

て2017年６月27日開催の第17回定時株主総会においてご承認いただ

いております。

－ 65 －

取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬決定
の件
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下線部が変更箇所となります。

現行の本制度 改定後の本制度

制度の目的
対象者へ企業価値の持続的な向上を図るインセンティブを与
えるとともに、対象者と株主の皆様との一層の価値共有を進め
ること。

対象者
当社の取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除
く。）

割当株式の種類及び割当の方
法

普通株式（本割当契約において譲渡制限を付したもの。）

本制度に基づく株式報酬付与
のための金銭報酬債権

年額36百万円以内 年額50百万円以内

割当てる株式の総数 年40,000株以内 年250,000株以内

払込金額

普通株式の発行又は処分にかかる各取締役会決議の日の前営
業日における東京証券取引所における当社の普通株式の終値
（同日に取引が成立していない場合は、それに先立つ直近取引
日の終値）を基礎として当該普通株式を引き受ける対象取締役
に特に有利な金額とならない範囲において、取締役会において
決定。

譲渡制限期間

本割当契約により割当を受け
た日より２年間から５年間ま
での間で当社取締役会が予め
定める期間

本割当契約により割当を受け
た日より２年間から10年間ま
での間で当社取締役会が予め
定める期間

譲渡制限の解除
対象取締役が、譲渡制限期間中、継続して当社の取締役の地位
にあったことを条件として、本割当株式の全部について、譲渡
制限期間が満了した時点をもって譲渡制限を解除

当社による無償取得

対象取締役が、譲渡制限期間が満了する前に、当社の取締役会
が正当と認める理由がなく、当社の取締役を退任した場合に
は、当社は、本割当株式の全部を無償で取得する。
また、当社は、譲渡制限期間が満了した時点において譲渡制限
が解除されていない本割当株式を当然に無償で取得する。

退任時の取扱い

対象取締役が、当社の取締役会が正当と認める理由により、譲
渡制限期間が満了する前に当社の取締役を退任した場合に
は、当社の取締役会決議により、譲渡制限を解除する本割当株
式の数及び譲渡制限を解除する時期を、必要に応じて合理的に
調整する。

組織再編等の場合における取
扱い

譲渡制限期間中に当社が消滅会社となる合併、当社が完全子会
社となる株式交換契約又は株式移転計画その他の組織再編等
に関する事項が当社の株主総会（当該組織再編等に関して当社
の株主総会による承認を要さない場合においては、当社の取締
役会等）で承認された場合には、当社の取締役会決議により、
譲渡制限期間の開始日から当該組織再編等の承認の日までの
期間を踏まえて合理的に定める数の本割当株式について、当該
組織再編等の効力発生日に先立ち、譲渡制限を解除する。
この場合において、譲渡制限が解除された直後の時点において
なお譲渡制限が解除されていない他の本割当株式は、当社が当
然に無償で取得するものとする。

その他
本割当契約に関するその他の事項は、当社の取締役会において
定めるものとする。

－ 66 －

取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬決定
の件
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なお、当社は、当社執行役員に対しても、上記の普通株式の総数

の範囲内で上記と同様の譲渡制限付株式を発行又は処分する予定で

あります。

＜役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針＞

当社の取締役の個人別の報酬等の内容にかかる決定方針は事業報

告27頁から29頁記載のとおりであり、本議案のご承認による当該方

針の変更はございません。

以上

－ 67 －

取締役（社外取締役及び監査等委員である取締役を除く。）に対する譲渡制限付株式の付与のための報酬決定
の件
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株 主 総 会 会 場 ご 案 内 図

会場：東京都中央区日本橋一丁目３番13号　東京建物日本橋ビル２階

　コングレスクエア日本橋　コンベンションホールＡＢ

TEL：０３－３２７５－２０８８
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地下詳細図

東京メトロ東西線

至茅場町駅

至三越前駅

至大手町駅

至京橋駅

交通のご案内

●東京メトロ銀座線・東西線・都営浅草線「日本橋」駅
　Ｂ９出口直結
●東京メトロ半蔵門線「三越前」駅
　Ｂ５出口より徒歩３分
●ＪＲ線「東京」駅 日本橋口より徒歩５分

地図


